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記
元
二
T
ハ
百
年
を
迎
ふ
る
に

営
り
営
場
所
屬
一一一一一別
支
場
の
創
設
五
-
過
年
を
同
時
に
迎
へ
た
事
は
拘
に
意
装
深
き
一事
で
度
:

W一に

一一一一一へ・
9
次
第
で
あ
る

。

j9
近
本
適
態
館
漁
業
の
興
隆
は
願
る
顯
著
な
る
も
の
が
あ
る
が
該
-a
業
の
進
展
と
一解

一能
一人
工
解
化
事
素
と
の
開
係
は
一 :一一一も
密
‘接
:

小

野

田

信

虹
別
支
場
創
立
五
十
過
年
を
迎
へ
て

田
中
場
長
の
研
究
で
知
ら
在
た
の
で
今
の
と
こ
ろ
小
・一一一M一を
保
つ
て
居
る
の
で
あ
る
が

，、，後
:-

-

・

解

究
を
要
す
る
も
の
で
あ
る

。

自
分
が
始
め
て

一一一 :

別
端
化
場
を
訪
:
ル

．た
の
は
大
正

，，一
年
の
-

、．月
で
あ
っ
た

。一相
-一一一か
ら
・一
:一…一子屈
に

出
て
来
馬
に
て
丈
餘
の
…

秋
原
を

略
み

分
け

一，--一一-
化
場
に
一一一一 :

'

り
内
一
源
場
長
に

概
特
さ
れ
た
事
は
入

，に
一記
1f一
に

新
た
な
る
L
‘一一，，．一一，--一で
あ
る

。
此
魔
4

・一
解
し
一一 J一一-l- 1一一一一は
一一一・一一0一

に

出
て
釧
路
川

を
船
で
下
つ
て
釧
路
に

出
た

．
-一…一常
時
は
交
通
不
使
で
あ
っ
た

。
そ
れ
が
現
在
で
は
札
幌
か
ら
!
四
一-l-
時
間
に

て

然
も

靴
に

:

-一ル
，-一一一一一一一一一 :
:

け
な
く
と
も
解
化
場

、、
行
-
る
様
に
な
っ
た
時
勢
の
流
れ
は
今

更
に

感
領
深
い

も
の
が
あ
ら
ぅ
o

一
昨
年
一一一-
一一一9
解
化
場
の
制
立
'

，
-

a-
1
間
年
一一，一-l-
迎
へ
本
年
は
!-=
別
解
化
場
の
同
じ
く
-l-
-
開
年
を
迎

、る
こ
と
は
斯
界
の
'

構
に

慶
・

職
に

;la
へ
な
い
の
み
な
・り
ず

、
本
適
の
水

一-E施
設
に

し
て
斯
様
に

お
目
出
度
い
一一一一一n-一一一，，
を
連
繊
理
へ
る
こ
と
は
:

E
:
・一一見
常
ら
な
ぃ
一 :=l1-
-

'

」開
係

者
の
a一らく
内
:

」一一一eと
す
る
と
こ
ろ
だ
ら
う
と
-

，
i
-

ふ

。
今
後
、値

・々

那
一一・一一'の
一解
一一一一一一を
一一-
る
と
共
に

次
に

來
る

ぺ
き

一一，一一一 :
'-
' :一-
-一-
-・
に

は

一… :ti-

界
一
」一一一一:
，/
一一一 :く
様
な
-一一一・一へ
な
る
記
念
式
L
la
、・行
-
J

る

．
---
を
一一一一一・ふ
も
の
で
あ
る
っ

- 5 -

っ
た
標
一
例
原
野
も
道
'一一一一の
茹

，民
政

策
の
相
一
化
装
勵
に

依
つ
て
念
激
に
開
拓
が
進
み

、
英
の
交
通
の
如
き
厚
一一一一、
ょ
り
中
標
一一一一:を
組
て

標

茶
に

至
る
進
の
強
適
0

開
通
-
見
る
に
一-
っ
た
が

、
偶
-

別
海
村
に
西
別
な
る
停
車
場
が
置
か
れ
た
-

め
に
十
數
里
を
服
つ
る
然
も

全
く
別
の
文
随
管
内
に

在
る
西
別
離-
化
場
し

，一
混
同
さ
れ
頗
る
不
便
不
利
と
な
っ
た
の
で
虹
'

別
村
に

在
る
開
係
か
ら
虹
'

別
嚇
化
場
J
J

改

的
さ
れ
た
の
で
あ
る

。

斯
様
に
名
・

解
を
改
め
る
に
f
つ
た
こ
と
を
考
へ
て

見
る
と
此
地
方
の
開
那
殖
民
が
如
何
に

意
連
進
展
し
た
か
と

:
-

A

ふ
事
を
期
〇

得

る
次
第
で
あ
る
-

西
別
'

聯
化
場
創
直

‘の
時
代
に

動
務
せ
る
故
藤
井
期
氏

（後
一一一r・一一一一一-前
化
場
長
に

し
て
永
年
動
續
し
本
一通
解
化
-l-
業

界

一一四一一人
）や

:
:

-

，一一一一の
営
時
道
一随
の
關
係
-
:
:a一一 :一 :

-一と
し
て
事
業
期
に
は
降
M

得
の
一一 :一一一に
出
張
し
て
居
た
部
-

」
-
性
四
郎
氏

（現
在
東
東
に

在

--…
）

等
の
話
．
-

一一，一ょ
く
聞
か
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
営
時
の
西
別
は
全
く
の
解
地
で
性
人
と
し
て

は
ァ
イ
ー

一一土
人
よ
り
な
く
場
:

9
は
事
業
期

に

は
操
室
よ
り
來
り
て

一一-一一一一一の
間
--一に加
一一れ
世
間
と
離
れ
て
番
間
し
た
も
の
で
あ
っ
た

。
そ
れ
が
現
在
で
は
，n
一一T、
自
動
車
の
交
通

開
・r
-

-

一一前
"，9付
と
し
て
發
達
．
-一一』
速
げ
た
--l-
と
比
較
し
て
正
に
一船
世
の
感
が
あ
る

一一
，-・一
・・一'm
一
』
思
は
る

。

虹・
別
一一一 :化
場

を
語
る
と
き
は
一一一一一小
t--l
，． 1，:-一一一・氏
を
忘
．る
・
、・

，一一:・
は
出
來
な
ぃ

。
小
池
民
は
操
室
雌
'一轉
養
殖
組
合
長
と
し
て

操
室
地
方
の

離
'

館
融-
報
資
源
推
持
の
依一に
努
力
u-
n
体
せ
ら
れ
た
こ
と
は
改
め
て

書
く

一追も
な
い
開
知
の
事

．?一
で
あ
る

，-
、
同
民
は
虹
別
塘
化
場
に

は
特
別
開
心
を
排
は
れ
政
界
に

額
地
す
る
繁
忙
の
中
の
時
開
-

一
都
合
し
て
は
'-
使
な
対期
'

別
一照n

化
場
，f
M
れ
て

何
彼
と
世
話
大
L

さ
れ
た

事
も
'

営
時
の
開
係
者
は
感
激
し
て
已
ま
な
い
事
で
あ
っ
た
-

一一一一別
一一M一一化
場
は
創
立
満
五
+
年
を
迎
へ
る
程
に

古
い
一構
更
・
～

-
・一有
し
て
を
る
位
で
あ
る
か
ら
此
間
い
ろ

く
の
出
來
一
那

が
あ
つ
た
が

自
分
が
一
発
え
て
か
ら
で
も
可
な
り
多
事
で
あ
っ
た

。
英
の
中
で
般
も
額
著
な
る
も
の
は
'
-一一一一一m一卵
の
細
蘭
に
依
る
被
害
發
生
で
あ
つ

た

。
同
場
と
し
て
は
管
て

経
驗
し
な
ぃ
卵
膜
を
犯
す
細
蘭
の
發
生
が
勃
發
し
常
時
の
水
藤
技
術
者
學
者
を
一a一動一M一し
て

理
相
の
研
究

や

防
除
法
に
船

一，意
努
め
た
事
が
思
〇
出
さ
れ
る

。
今
日
に

一一一一・一っ
て
も
此
問
題
は
根
本
的
に
解
決
は
し
て
居
ら
な
ぃ
が

、消
毒
法
が
前

一一4 -



可
分
な
る
開
係
に
あ
る
事
は
明
自
な
る
事
實
で

、
最
近
識
者
間
に

於
て
も
等
し
く
本
事
業
の
忽
諸
に

附
す
べ
か
ら
ざ
る
事
を
力
設
M=

適
せ
ら
れ
る
に

五一
つ
た
が

、
来
だ
全
幅
的
な
る
普
及
と
は
言
〇

難
い
が
斯
業
に
對
す

る
認
識
が

一
段
と
前

"通
的
に
な
り
來
つ
た
一…一一一は

解
:

化
事
一一一:l一關
係
者
に

と
り
:

河
に
o
ば
し
き
現
象
で
あ
る

。

是
に
依
り
違
く
五
+
年
前

一一ち明
治
一一．'
，-一一年
一一一一一別
支
場
の

一一一一一生
営
時
を
組
・
ず
れ
，ば
常
時
は
本
道
開
那
の
常
初
で
も
あ
り

、
一
部

水

一圧人
士
を
除
い
て
は
全
く

一
般
人
士
に

は
人
工
解
化
事
一業
が
魚
族
資
源

一一一一一持
に

對
す
る
効
果
に
多
大
の
-

疑
惑
を
:

地
持
し
て

居
つ
た

様
で

、
特
に

従
だ
し
き
は
河
川
に

拆
上
せ
る
親
a一を
探
術
す
る
事
を
以
て
解
化
事
業
と
目
し
た
り

、
又
組
無
前
獲
場
を
以
て
解
一化
場

な
り
と
曲
解
せ
る
従
一那
も
膨
か
ら
ざ
る
や
に

聞
く

、
之
は
聊
か
械
端
な
る
例
で
は
あ
る
が

理
も
角
常
時
は
今
日

と
比
す

れ
ば
人
I
解-

化
事
業
に

對
し
て

は
談
に

無
理
解
な
る
時
代
に

在
つ
た
だ
け
に

斯
業
の
一術
に

営
ら
a
た
先

一，一加
各
位
が
英
の
業
を
此:
き
新
業
解一、働の
爲

に

如
何
に

，'心
せ
ら
れ
た
か
は
想
像
に

難
く
な
い

。

所
く
の
如
き
時
代
に
在
り
て
操
釧
原
野
の
然
も
人
跡
来
船=
の
地
を
激
渉
船=
益
し
幾
多
の
側一難を
克
服
し

、
湖
く
虹
'

別
原
野
に

一
大

出
境
↓
に

發
見
し

、
東
北
海
通
に

於
け
る
端
化
事
業
の
礎
石
を
築
か
れ
た
先
人
の
卓
見
に

對
し
て
は
唯
々

感
敏
の
外
無
く
、
あ
ら
ゆ
る

識
解
を
も
構
ま
9
も
の
で
あ
る

。

、

又
創
設
以
來
幾
:
生

一虹別
解
化
場
一
際

代
の
新
先
好
並
に
場
一u一
各
位
が
:a

l

-一々
と
し
て
請
施
設
の
改
善
に

解
化
成

一細
の
向
上
に

一
意
一一一一一

雄
せ
ら
れ

，
同
地
方
の
能
館
解
化
事
業
の
牌
發
に

如
何
に
寄
興
せ
ら
れ
た
か
は
今
更
数
'
に

破
言
を
要
せ
ざ
る
産
で
あ
っ
て

、
此
の
傅

大
な
る
業
績
に

對
し
て

は
何
人
と
雖
も
滿
・
腔
の

整
:s

を
表
す
る
と
:

=

に

本
適
離
館
解
化
事
業
更
上
に

操
た
る

一
一=一を
:

師
る
も
の
で
あ

る
と
確
信
す
る
次
第
で
あ
る

。

'

今
や
邦
家
は
国
を
舉
げ
て

生
f
座生

資
源
の
確
保
に

遭
進
せ
．a
ば
な
ら
ぬ
秋
で
あ
り

、
又
水

一Mに北一一一一一一通
に

課
せ
ら
れ
た
る
北

一一:
川

一一一一'一一の

開
發
と
相
快
つ
て
今

集
仕

々

離
館
の
資
源
は

躍
家

的
見
地
か
ら
し
て
も
經
満
‘的
に
:

=
:一ハ
の
概
価
，は
，

-

t一
々

一M・
要
性
を
帶
び
一
段
と
生

一一用
摘

- 6 -

充
の
飛
田
を
期
せ
ら
れ
て
居
り

、
然
も
此
資
源
の
恒
久
的
確
保
に

常
り
て

は
人
一-一一一一化事
業
に
一
保
つ
事
多
く
斯
業
の
成
果
～:;
そ
書
が

邦
家
の
消
長
の

一
端
に

も
關
聯
す
る

一
部
門
た
る
事
を
解
化

一一a一業
開
係
人
士
は
一=一し
く
認
識
す
る
と
共
に

、
先
人
の
一
適
業
を
';3
づ
か

し
め
ざ
る
様

一
大
决
心
と
努

'

力
の
下
に
萬
全
を
期
す
べ
き
で
あ
る
と
病
感
す
る
次
第
で
あ
る
o

:一一f
に
一一一一 :

別
一五
十

-la
年
の
一
構

史
を
一脚
み
偶
感
の

一
端
を

:

破
一
獲
す
る
も
の
で
あ
る
o

虹
別
解

化
場
五
十
過
年
を
調
す

北
海
---

表
産
會
長

山

本

- 7

本
適
一一一一館館
化
場
の
双
S
M

と
し
て

，
・r

:

-l-
く
よ
り
人
口

に
晴
天
し
て
居
る
も
の
は
千
浅
附
化
場
と

一-一別
解
化
場
と
で
あ
る
が

、
前
者
は

昭
和
十

三
年
に
創
立
五
十
'一一'年を
、迎
へ
た
と
聞
い
た
が

、
後
者
は
本
年
を
以

て
同
じ
く
-l-
1
…一一年を
、迎
へ
た
一一一一一1-は
業
界
の
爲
拘
に

度

賀
に
;-u
へ
な
い
o

本
適
館
館
漁
業
と
併
行
し
て
一-:一十
年
前
よ
り
已
に

資
源
継
持
增
が
の
大
方
針
を
樹
て

、
大
購
化
場
を
設
け
て
着
々

解
化
事
業
を
-f

施
さ
れ
た
一一 :- :
同
の
那
心

限
に

驚
く
と
共
に

、
特
に

操
空
水

，
fに
組
合
が
常
時
幾
多
の
一一m一一 :
i一一一・一
″:一一一Wつ
て
彼
の
虹
別
原
野
の

一
角
に

大
解
化
場

を
設
け
ら
れ
た
事
は
数
服
に

値
す
る
も
の
で
あ
る

。

今
日
汽
車
の
使
も
相
等
開
け
'
一一不
使
の
度
も
自
然
一知
一nM
さ

れ
た
事
は
文
明
の
餘
深
で
あ
る
が
，
創
草
時
代
か
ら
一一一一一m一的
に
も
物
質

1

一

的
に
も
惠
ま
れ

j

y-;:
'
而
か
も
よ
く
之
に
甘
ん
じ
て

一
意
解
化
事
業
に

一Ma
'
念
せ
ら
れ

、
此
の
1l-
幾
多
民
營
の
斯
業
を
指
通
一一し
確
む
と
こ



一
，な
か
っ
た
常
時
か
ら
の
場
員
各
位
に
對
し
浦
座
の
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る

。

顧
み
る
に

本
通
--
，

蚶
漁
業
は
本
適
漁
業
の
大
宗
で
あ
る
が

、
更
に

北
洋
の
能
一m
-
・一a一一一源
と
一
脈
相
通
'

f
る
本
適
に
於
て

、
之
が
'--
i一 :額

を
維
持
し
之
を
增
進
せ
し
む
る
事
は
時
局
下
特
に

重
大
で
あ
つ
て

'
之
一一一一一一-
偏
に
人
工
解
化

一n一業
に
:

快
た
な
け

れ
ば
な
ら
'

9
事
で
あ
り

而
し
て
技
術
者
各
位
の
努
力
に
期
特
す
る
所

以
で
あ
る
o

'

創
立
五
+一同
年
を
迎
へ
た
一--一
別
解
化
場
は
今
や
:

英
の
指
-一通一:
に
一一一一一．り
て
創

，さ
れ
た
-9
多
の
解一一化場
に

着
期
し
て

居
る
事
は
一
制
に

意

を
強
ふ
す
る
に

是
る
も
の
で
あ
る
が

、
．

ui

・

か
し
き
記
元
二
千
六
百
年
を
契
機
と
し
て
益
-

發
展
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
前
つ
て
歇
ま
一9
次

第
で
あ
る

。虹
別
解
化
場
創
立
五
十
週
年
を
識
-
所
感
を
陳
:

-

- 8 -

'入

虹
別
脇
化
場
が
一五
-
過
年
を
迎
へ
た
こ
と
は
何
ん
と
い

つ
て

も
ぉ
目
出
度
い
こ
と
で
あ
る

。
こ
れ
は
=
本
の

'-e
り
で
あ
り
、
列
国

に

對
し
て
も
一目
身
の
廣
き
を
性
ゆ
る
次
第
で
あ
る

。

．

特
に
私
は
内
海
見
の
場
長
時
代
二
度
も
こ
の
解
化
場
に

參
り
，
然
も
一
度
は
こ
の
解
化
場
で
一真
田
教
投
等
と
御

一
新
に

お
正
月
を

迎
へ
た
の
で
思
一一一一一
出
で
は
深
い
o

こ
の
五
1
年
間
に

一一一一別
E一化
場
が
邦
家
に
直
接
貢
献
し
た
こ

と
は
誠
に

多
大
な
も
の
で
あ
る
が

、

そ
れ
に
も
ま
し
て

間
接
に

本
邦
の
一一一一一化
事
一
業
の
興
隆
に

寄
興
し
た
功
續
は
更
に

大
な
る
も
の
が
あ
る
、
:

-一一一一往
半
…一…一記
の
間
に

は
色
'一一

の
'

因
離
も
あ
っ
た
し

、離
開
も
あ
つ
た
が

、
厳
た
'る

一-a一
別
孵
化
場
の
存
在
が
如
何
に

心
-a
〈
、日
本
の
孵
化
人
に
額
母
し
く
思
は
れ

た
か
は
想
像
に

餘
り
あ
る
も
の
が
あ
る

。

所
-ll=
a-
と
り
業
者
た
る

一
片
の
資
本
合
社
な
ど
は
，
資
源
の
培
賽
維
持
な
ど
テ
ン

デ
一頭
に
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
'
～:
の
大
事
な

解
化
事
業
に

對
し
て

些
か
の
理
解
も
な
い

。公
開
の

一用
上
で
す
ら

、
一こ

れ
ら
の
能
と
り
會
社
の
重
役
と
も
あ
ら
ぅ
も
の
が
解
化
放
流

事

一一一一の
效
果
に

開
し
て
疑
間
符
を
附
し
た
ょ
ぅ
な
口
演
を
し
て

居
る
の
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
o

そ
の
非
国
:L

-
:

-一的
の
態
度
に

，義
と

し
た
こ
と
が
あ
る

。な
る
程
彼
等
に
し
て
見
れ
ば

:

難
が
な
く
な
れ
ば
轉
業
す
る
ま
で
一?
一
あ
る
か
ら
そ
れ
で
よ
い
の
か
も
知
れ
ぬ
-

彼

等
の
心
境
は
も
と
よ
h
ッ

一一一一一一一一一す
べ
き
で
現
下
の
時
局
に

於
て
は
特
に

許
さ
る
べ
き
で
な
い
が

、
ま
だ

く
心
外
に
地
一へ
一n
は

、
腐
体

と
か

、
生
一一 :

r・
可
通
の
一一一一一一一一一一の
:

M・

田
の
水
藤
被
術
官
で
あ
る

。
何
ん
で
も
横
文
字
で
書
い
て
あ
る
文
献
は

'一一一 :
-

-
-
一一一の
サ

ン

ス

ク
リ
ツ
ト

経
典
に
對
す
る
態
度
で

一
に

も
二
に
も
難
有
〈
受
け
容
れ
て

、
雜
一一一一一一新
聞
の
原
稿
料
か
せ
ぎ
の
材
料

か

、
自
個
資
名
の
一 ::・一一、に
す

る

手
合
で
あ
る
'
先
年
も
こ
の
手
合
が
'
米
関
の
水
藤
識
に

一mげ
て
あ
っ
た

。
能
人
H
解
化
無
效
論
の
一記
事
を
見
付
け
て

、
得
た
り
一一一一 :

-
ll-

・

し
と
あ
や
し
い
語
學
で
こ
れ
を
f
i

．-一一一 :し
て
一一一 :叮
一i l・
に

も
あ
る
目

本
の
業
界
の
雜
一一一一一に一一一一一一一した
も
の
だ

。
そ
れ
が
爲
め
に

一
寸
…一-間

- g -

の
物
議
を
融
し
た
こ
と
が
あ
る

。
一一J
れ
ら
は
限
孔
紙
背
に
徹
せ
ざ
る
タ
ワ
ケ

も
の
な
の
で
あ
る
o

元
來
ア
ラ

ス
カ
や

、
コ
ロ

ン

ピ
ア

な
ど
の
一離
の
人
工
解
化
事
業
の
組
管
と
い
-
も
の
は

、
離
請
會
社
に
課
せ
ら
:

れ

た
る
義
務
的
仕
・一一計・
な
の
で
あ
る

。
こ
の
確
一一一一0-一一一一一な

る
も
の
i

5
l一nき
に
一
調
つ
た

、
日
本
の
離
と
り
合
-ii-
と
同
じ
で
'
金
だ
け
価
け
れ
ば
よ
い

、
能
が
極
ぎ
れ
と
な
れ
ば
'
鑽
山
で
も
製
材

で

も
ゃ
る
と
い
ふ
連
中
で
あ
る
か
ら

、
成
る
べ
く
能
の
人
エ
解
化
は
や

り
．た
く
な
ぃ
'
や

っ
て
も
解
化
事
業
を
縮
少

し
た
ぃ
連
中
で
あ

る
か
ら
解
化
事
業
に
難
一m一をつ
け

、
-

1J

の
義
務
の
減
免
に
預
り
た
ぃ
不
良
の
'

:-a
で
あ
る
か
ら

、
時
々
こ
の
解
化
無
数
論
一一一 :-ll:
採
り
だ
し

て
は
コ

シ
ァ
ェ
シ
政
府
に
イ
ャ
が
ら
せ
を
す
る
の
で
あ
る

。
そ
れ
を
ウ
ノ

ミ

に
し
て
日
本
の
水
一一一一一一 :一一一M一一が
観
譯
し
て
一一i---一一一一
-l-
會
に
紹
介
す

る
と
は
何
ん
た
る
一网
呆
か

、
更
に
濟
度
出
來
一n
奴
等
と
は
こ
の
手
合
で
あ
る

。
前
の

一盤
と
り
會
社
の
重
役
の
口
演
に

拍
手
を
送
る
よ



ぅ
な
も
の
だ
'

f=
間
に
は
1ll-
目
千
人
と
も
い
ふ
か
ら

、
今
後
と
し
て
こ
ん
な
水
産
技
術
官
が
出
ん
と
も
限
ら
ん
か
ら
'
本
協
會
の
如

き
は
般
-ll-
に
1:rM
9
-
て

一后
て
貨
1

:
:一た
い

。そ
れ
に
つ
け
て
も
故
小
池
翁

、
故
谷
茂
平

翁
の
如
き
は
誠
に
見
上
げ
た
人
で
あ
つ
た

。

M

i-…
今
--ln
か
に

科
學
・一一・一一と
い
ふ
聲
が
聞
ゆ
る
が

、
何
博
士
と
か
ぃ
ふ

連
中
が
人
に

も
解

ら

一u
自
分
に

も
解
ら
9
よ
う
な
高
速
な
論

文
‘「を
印
刷
に

し
て
一m-一名
な
り
自
個
浦
是
の
異
に
し
て
ワ
レ

コ
ソ

科
學
者
で
御
座
い
と
い
ふ
-lf
を
し
て

居
る
が
、'
-一一一aM一に
一一一一へ
な

い
。
-

、
、
ン

f
も
の
は
科
學
で
も
何
ん
で
も
な
い

、十
年
'
数
1
年
故
・一（
と
し
て
解
化
場
に

立
一
配
り

、
如
何
に
し
て
解
化
能
率
を
向
上

せ
し
む
べ
き
か
に

、
如
何
に

し
て
放
流
後
の
業
縦
を
よ
り
普
か
ら
し
む
る
か
に

、
人
生
の
大
半
否
な
全
生
活
を
一
權
牲
に
し
て

努
力
す

る
一懸
れ
た
る
人
こ
そ
一一一一一一の
科
學
者
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
一9
'
然
も
一一一一一會
は
出

一に
も
付
か
9
子
供
'-
n
い

の
論
文
m :

一，一1-
に

敬
意
を
拂
つ
て

こ
の
誠
の
眞
の
科
學
者
に

對
し
て
冷
か
で
あ
っ
た

。
今
日
は
こ
れ
で
は
な
ら
ぬ

'
-

1J

の
冷
か
な
一-
-一一 :
i-
合
の
-
付

遇
に

も
拘
ら
ず

、
こ
の

一-一

別
解
化
場
を
五
十
年
ま
で
育
て
あ
げ
た
先
--lf
各
位
に

感
泣
し
て
御
1lla
を
中
上
げ
る
も
の
で
あ
る

。

特
に

内
海
先
班
の
功
紙
は
本
附
化
場
の
載
く
限
り
否
な
太
平
洋
に
能
の
存
在
す
る
限
り

、和
に

よ
り
て

永
久
に

祝

一一一さ一一〇
・
、・一で
あ

ら
う
o

- 10 -

虹
別
支
場
創
立
五
十
週
年
を
識
す一

i
f
i

館
高
等
水
産
i

基
長

佐

・一一一一

茂

雄

山
來
本
適
が
我
が
国
水
産
業
界
に
於
て

首
位
に
在
り
'
就
中
一一-
i

一
解

漁
業
が
英
の
'用
細
に

於
て
北
洋
と
共
に
;E
め
て
重
要
な
る
地

一?

を

一 :一--め
つ
-』あ
る
こ
と
は
最
近
の
統
計
の
明
か
に
示
す
と
こ
ろ
で
あ
る
o

而
も
難
娜
は

害
一一とし
c
，一一味佳
良
能
く
内
外
世
人
・

の
一購
:

好
に
適
し
集
養
亦
卓
越
國
民
保
健
に

資
す
る
と
こ
ろ
多
く

、
英
の
需
要
年
と
共
に
一
果
加
し

，
他
面
輪
出
品
と
し
て
多
額
の
外
貨
獲
得

◆

に

貢
献
し
つ
-

あ
る
こ
と
は
衆
知
の
事
實
で
あ
り

、
邦
--iW
産
業
上
に

も
棚
め・
て
重
要
な
る
役
割
．

を
果
し
つ
-』
あ
る

。

而
し
て

之
れ
が
資
源
を
一一開
養
す
る
と
否
と
は
直
ち
に
業
界
の
興
亡
浮
沈
に
:

例
は
る
の
み
な
ら
;
、
延
い
て
國
民
生
活
並
に
我
が
經

済
界
に

及
-f
す
影
響
亦
一一世
大
で

，
是
れ
が
資
源
を
永
還
に
維
持
す
る
と
共
に

其
の
增
進
を
期
す
る
の
必
要
な
る
は
今
更
論
・一一一一條一た
な

◆

い
と
～:
ろ
で
あ
る

。
本
道
が
:一一一に清
限
し
而
も
開
拓
創
業
の
青
に
於
て
館
錦
解
化
事
業
を
開
設
し

、一a・
ら
英
の
增
一m一
に

意
を
注
い
だ

の
は
眞
に

像
と
す

べ
く
一刷
來
漸
次
隆

一確
を
加
へ
清
・一一 :
英
の
成
績
を
舉
げ
っ
-

あ
る
こ
と
は

、
斯
業
の
た
め
慶
一一一一一に
增
へ
ざ
る
次
第
で

あ
る
o

殊
に
一一一一一別
附
化
場
が
創
設

:

效
に

五
，-
，・一一一一一・、
我
が
囲
館
節
解
化
放
流
事
業
に
多
大
の
足
跡
を
印
し
本
適
解
-

一
館

一一一一業に
碑
益
せ
し
と
こ

ろ
松
め
て
大
な
る
は
普
く
業
界
の
認
む
る
と
こ
ろ
で

、
英
の
功
績
た
る
や

没
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
が
あ
る

。一
面
彼
の
山
間
僻
地
に

1

於
、て
解
寒
と
囲
〇

不
使
を
忍
び

、
專
心
此
の
事
業
を
一整
-

せ
ら
れ
た
る
展
代
場
員
の

一S-一a・r
-

と
努
力
に
對
し
て
は
深
一
程
な
る
一一M一意
と
感

謝
を
搾
ぐ
るfu

の
で
あ
る

。今
や
幾
多
の
尊
き
苦
心
と
体
驗
に
依
り

:

購
'一一M-
m一一一化
育
成
の
上
に
各
極
の
研
究
を
積
み

、業
界
に
控
:

げ
ら

れ
し
功
續
顯

一者
な
る
も
の
あ
り
'
今
後
之
れ
を
基
礎
と
し
更
に

英
の
成
識
の
向
上
に
一遇
進
せ
ら
れ

、
愈
一一一隆
盛
に
向
は
れ
'一
'-一一業界

の
爲
資
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
一…一一一心
切
望
し

、
一
言
一
税
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る

。

- l1 -



一一一一一別
支
場
．
-一一一・一一 ::一五
十
過
年
記
念
視
辭
に
代
へ
て

根

室
n

l

一一一一養一n
水

j
f

9-
合
一一M l

u

長

稻

垣

北
海
道
館
館
附
化
場
虹
別
支
場
創
立
五
-
周
年
を
迎
へ
た
る
は
一:一
人
の
感
'，一 :
描
く
能
は
ざ
る
一一一一一隠であ
り
ま
す
o

姚一螂
仙

一族
の
一一一:--一
地
と
し
て

名
，一M一一天
下
に

冠
た
る
我
根
空
地
方
は
北

，の
漁
業
の
發
展
に
っ
れ
一一f
面
に
・

--tl

一…一m
保
誕
の
必
要
あ
る
に

鑑

み
．-

，
・

:

=
，年
換
室
縣
．一一一時
代
重
要
河
川
た
る
西
別
川
に

将
漁
．一一一 :

締
の

一一=更
を
派
-f-
し
て
一概
一一Eの
通
上
産
卵
の
保
護
に

常
り
た
る
も

、
藤
縣

と
共
に

根

一一一 :一水
産
組
合
之
を
繼
承
し
て
銑
意
取
締
に
從
事
し
た
る
も
西
別
川
の
延
長
十
八
m
，一に
一a
り

、
民
開
事
業
と
し
て
天
然
格
城

保
設
の

一一n、一一一一容 :場
な
ら
ざ
る
も
の
あ
り

、
時
偶
々

北
海
道
随
に

於
て

も
離
館
漁
業
の
資
源
維
持
の
必
要
あ
る
を
認
め

、
明
治

二
十

一

年
石

一一f
川
支
流
千
蔵
川
に

一解一中
央
解
化
場

，設
立
せ
・・
、一一れ
た
る
を
一
轉
機
と
し
て
各
地
に

'I :

-

-
-
l

，f

解・
化
場
の
設
立
:一一一u一濃

・一一，と
な
り

、

常
時
根
室

一一一．一照
組
合
に

於
て
も
n
ノ

の
趣
一一一:
に

從
〇

、人
工

一一一，化
場
設
世
の

議
を
起
し
明
治
二
十

三
・一一一一，l
'

月
道
躍
の
一一側
一明
::
-
一（
技
術
官

の
指
導
を
受
け
西
別
川
水
源
た
る
割
路
一一一一一川
上
部
一・・一一一別
付
字
・'
，． 一

，ン
'

，'・・-

，・に
適
地
を
求
:

り

'
發
二
十
四
年
六
月
工
事
一一一一一功
，と
共
に

?
-一一設
備
を
完
成
し
た

。之
れ
ぞ
現
・一 :-:-
-一別
文
場
の
権
解
な
り
と
開
き
ま
す
o

關
來

+
有
餘
年
開
根
室
水
産
組
合
の

一一一一 :

M
f

た
り
し
も
明
治
四
十
年
度
に

は
建
物
'-
'一他一一一一::-一、一
式
を
道
確
に
無
償
寄
附
し

、
北
海
適

水
席
'

試
驗
場
西
別
分
場
と
し
て

地
方
費
經
營
一に
移
管
せ
ら
れ
'
一
方
根
室
水
産
組
合
は
親
e
一の
遡
上
を
充
分
な
ら
し
む
る
爲

、
西
別

川
河
川
内
の
一a
諾
．一一一一細
一一一一一a一補
者
を
初
識
し
て
報
做
金
を
変
付
し
'
体
業
契
約
編
結
す
る
等
萬
全
の
策
を
施
す

。次
い
で
四
十

一
年

度
に
は
官
更
住
宅

、
標
卵
室
及
一一一一一一一一一等．--一・ー
新
設

」大い
に
面
目
を
改
め
た
が

、
四
十

三
年
北
海
道
指
效
總
M
M

禁
の
賀
一一一用一せ
ら
一一一0-
''
'
や

- l2 -

本
場
を
国
費
支
排
に

移
し
て
北
海
適
水
産
試
驗
場
商
別
支
場
と
改

稱
し
a
力
孵
化
事
業
の
改
書
を
計
り

、
併
せ
て
民
間
解
化
事
業
の

指
一通
r

は
勿
論
解
化
校
術
:一一の一一一一一一成
、
又
は
適
内
外
へ
の
--

l

-

l
l l
n

械
卵
の
供
給

:
-

r
:一ハ他
解
化
事
業
に
一開
す
る
請
般
に

直
り
試
驗
調
在
或
は
科

學
的
一一一一…一用
等
幾
多
の
一r-
献
を
爲
し

、
本
適
一一一一一一一蘇
化
事
業
の
基
礎
的
指
針
は
勿
論
能
蟀
械
族
の
維
持
に

努
め

、資
:

源
開
發
に

多
大
な

る
功
績
を
残
し
た
り
と
一一・一ふ
べ
く
衷
心
よ
り

敬
意

一・一一表
し
た
い
o

性
一ふ
に

創
立
営
時
は
使
か
に

数
百

一m一粒を
解
化

．一一一流
す
る
設
備
に

過
ぎ
な
か
っ
た
が

、事
業
の
効
果
一顯
れ
て
回
歸
親
一 :m
の
增
加
が

著
し
く
今
や
離
蚶
各
四
千

一mf
粒
を
一一一一卵
-
前

化
す
る
設
備
を
有
す
る
も
尚
是
ら
ざ
る
の
盛
．
u
-
-一・r
-・・一
見
る
に

至
り
た
る
は

、
是
偏
に

一一一一…一一一取

締
河
川
内
漁
業
の
体
止
等
凡
て

本
紐
合
と
の
協
調

一u'
效
き
を
得
た
る
結
果
に

し
て

、
本
一一 :一一一一n一、
は
宮
民

一E力
の

」

t
l
L

型
と
し
て
斯
界
r・一'一一，，一

る
に

是
る
も
の
と
信
・
ず

る
次
第
で
あ
り
ま
す

。

扱
て
:一一一野
を
本
適
に

轉
せ
ん
が
一一一-i一一一一一水
席--
の
:a

一一uを
占
む
る
館
---S
漁
業
北

、の

一一一一，-一 :-
法
の
進
:

一一，一と
共
に

内
降
の
開
，

川

に
-
:
' :

r-
」一
、
過
去

を
照
る
時
は
細
減
の
側
向
を
示
し
た
り
し
も
:

=-

，---一協
力

一
一一一n一雌
--l-
解
化

一=1:一一・一・一、に
一
路
一遇
進
の
結
果

、一M一び抵
同
を
爲
す
に

一能'
り
た
る

は
即
ち
解
化
事
業
の
効
果
の
顯
れ
と
し
て
識
者
の
認
む
る
・一 :隨
で
欣
快
に

一M:
へ
な
い

。一一一'に一一一一一一蚶
製
品
の
大
半
は
海
外
輸
出
品
と
し
て

重
要
な
る
役
割
を
持
ち

、
我
國
策
的
に

も
今
後
益
一一一斯
業
の
隆
盛
發
腿
を
期
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。一一一，人
は
素
よ
り
斯
業
に

携
は

る
人
々

の
任

一一一一愈々
重
大
性
を
加
へ
來
つ
た
も
の
と
云
ふ

ぺ
き
で
あ
り
ま
す

。
時
・
、E
か
も
光
一一郎
あ
る
記
元
二
千
六
百
年
に
際
・一一一一 :

:

し

，
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北
海
道
陸
姆
解
化
場
-ll［
別
支
場
開
場
五
十
用
'

年
に

営
り
一一一一一心
よ
り
一一一一一一一:一を
表
す
る
と
共
に

'

進
展
を
期
し
解
化
根
一一-
の
誠
を
盡
さ
れ
ん
こ
と
を
切
望
し
て

止
ま
ざ
る
次
第
で
あ
り
ま
す

。

^
一一・
後
幾
多
の
困
難
に

堪
へ
益
々

-i
一業
の

経
り
に

臨
み
斯
の
如
き
解
化
事
業
の
盛
況
も
從
業
員
各
位
が
佛
販
の
地
に

人
知
れ
一u
銀
難
と
囲
〇

然
も
物
資
に
遠
ざ
か
り
身
を
機

性
に
し
た
る
献
身
的
努
力
の
一場
と
し
て
吾
人
は
是
等
の
人
-

の
熟
誠
に
影對
し
浦
腔
の
敬
意
と
感
謝
と
を
体
〈--
る
に
書
が
で
な
い
o

以
上
を
連
ね
て
一 :

躍
M
--
に
代
へ
る
次
第
で
あ
り
ま
す

。



l

j
f
j
B

す
る
'lf
可
0
王
座
を
占
め
る

。從
つ
て
同
場
に

於
け
る
解
化
法
の
f
演
一a・一一一一一〇
影
-
-

0
-
-一意
す
と
～:-
b
-・に--
大
-
あ
る

。幸

に
始
終

一一
買
の
fm
勉
で
そ
の
成
果
は
甚
だ
顯
著
と
な
り
、
東
海
岸
の
解
一

化
業
も
逐
年
完
成
の
域
に
進
ん
で
き
た
。
千
歳
解
化
場
は
我

國
創
設
の
一一一一一範的
施
設
で
あ
る
は
勿
論
だ
が

、一1-一別
解
化
場
は
こ
れ
に

開
し
て

正
に
0

誌
默
暗
の
翻
が
あ
っ
て

、
北
海
這
'一一の計
盡

を
意
義
あ
ら
し
め
た
に
つ
い
て

、
そ
の
動
功
は
特
筆
す

べ
き
も
の
が
あ
る

。

サ

ケ
族
の
人
H
解
化
法
は
域
国
の
S
・
L
・
ャ
コ
ビ
ー

が

一
L;
六
三
年

（費
解
十

三
年

）
に

普
國
ハ

ン
ノ

パ
ー
雜
一
認
に

「有
益
な
る

魚
の
的
育
法

」と
題
し
て

、
同
入
が
一
七
五
セ
年

（
費
一一一一-七年
）
に

璃
創
し
た
一1J

の
方
法
を
拙
般
し
た
の
で

、
初
め
て
世
に

一者
聞
し

た

。そ
れ
で
現
在
で
は
ャ
コ
ビ
ー

を
斯
法
と
開
一m
と
す
る

。し
か
し
こ
れ
は
精
組
の
智
能
を
要
す
る
こ
と
も
な
く

、
ま
た
一
，・J

れ
に
開

す
る
技
術
も
至
難
で
は
な
い

。
外
國
で
も
已
に

一
七
五
〇
年
に

、一一一一:
國
ゴ
ー
ル
ド
ス

タ
イ
ン

伯
も
人
工
解
化
に

成
功
し
た

一a-一一一一がぁ

る
o我

国
で
も
ま
だ
外
国
と
の
変
通
が
一 :

用
一

ん
ど
絶
無
の
一大
保
十
二
年

（一
八
四

一
）
年
に

刊
行
さ

れ
た
北
越

一講
に

、
著
者
鐵
本
牧
之

は
r
一一一一一一一一一一一一の
候
捕
獲
せ
し
サ

ケ

の
卵
と
精
一動
と
を
交
へ

、
サ

ケ

の
:

期

一む
川
の
砂
石
に

包
み
納
め

、
サ

ケ

の
'一一…一せ
ざ
る
國
に
て

海
に
通

ず
る
山
川
の
清
流
を
擇
び
て

、
～:
れ
を
放
流
し
'
サ

ケ
の
發
生
す
る
も

、
な
ほ
三
年
開
抽
独
を
a一一一 :

一で・
，

れ
ば
大
に
一一一一一一一地
し
国
益
と
な
ら

ん

」，と
述
べ
た

。
こ
れ
は
責
に
解
化
に
開
す
る
獨
自
の
卓
見
で
あ
つ
た

。
た
e
時
勢
が
ま
だ
こ
れ
を
資
際
化
す
る
ほ
ど
緊
追
し
な
か

っ
た

．
．
-一め
全
く
同
様
の
方
法
が
米
a
か
ら
傳
M一一一す
る
ま
で

一登し
く
開
却

一一一・一一一 :
、一， J
の
で
あ
る

。ャ
コ
ビ
ー
に
つ
い
て
も
同
接
の
感
が
あ

る

。同
人
の
報
文
は
甚
だ
有
益
で
は
あ
っ
た
が

、
國
内
の一一一一一界
に
は
著
し
い
感
激
を
興
へ
な
か
っ
た

。
却
つ
て
そ
の
反
響
は
国
外
に

著
し
く

、
こ
と
に
甚
だ
し
く

佛
国
を
刺
載
し
'
そ
の
極
同
國
は

一
八
五
七
年

（安
政
四
年

）に
フ

一一
グ
に
國
立
解
化
場
を
設
立
し

、

マ
ス
解
化
の
事
業
化
を
企
圖
し
た

。し
か
し
不
幸
に
も
同
地
の
水
質
は
不
良
で
斯
業
に
適
営
で
な
く

、か
っ

一一 :

M-

佛
職
爭
の
結
果
同
地

方
は
編
國
の
領
有
に
一
国
し
た

」め
、解
化
場
は
一ni
・一一一～の
成
續
を
数
め
得
な
い
で
度
止
さ

れ
た

。
そ
れ
ゆ
へ
フ

一一
グ
解
化
場
は
解
化
素

- l5 -

:
-

．
-ー

ケ

族
の
人
工
受
精
解
化
法
が
明
治

九
年
初
め
て
米
国
か
ら
我
国
に
傳
簡
さ
れ
事
業
化
さ
れ

、
第
一一
次
の
解
化
場
一一一一 :

別
で
さ

へ
免

爲
-物
々

数
に
五

+一年を迎
へ
て
一
脱
典
を
舉
げ
得
る
に
至
つ
た
の
は
定
に

癌
無
:
M
'

で
あ
る

。

・

現
今
我
国
で
人
工
受
精
法
で
解
化
放
流
さ
れ
る
サ

ケ

族

、ヮ
カ
サ

ギ
等
の
稚
魚
は
年
々

三
十

九
億
尾
の
一-一額
に
上
一ほf
〈
-

一一一一 :--一一るo
．

こ
れ
は
一全
く
世
界
の
驚
異
で

、
會

:

て

は
斯
道
の
指
導
者
た
り
し
米
関
も
淡
・一一?
-

M一に
限
つ
て
は
後
に
随
お
，た
る
觀
が
あ
る

。
從
來
我
國

で
常
に

食
車
に

供
さ
れ
る
水
族
の
細
一族
と
数
:

並
の
豊
富
な
の・
は
歐
米
に
比
備
す
る
も
の
は
な
く

、
定
に
水
産
國
の
名
に

負
む
か
な
か

つ
た

。
そ
れ
だ
の
に

さ
ら
に
そ
の
始
:
-

m一
が
か
く
人
工
で
責
現
さ
れ

、
そ
の
形
勢
が
將
來
も
い
よ

，

、
伸
楊
す
る
の
は
制
に

慶

一賀に
一一一一

へ
な
い
の
で
あ
る
o

人
工
解
化
法
が
開
澤
明
清
に

よ
り
輸
入
さ
れ

、、同
年
こ
れ
が
直
ち
に

一次
城
縣
で
S一一一施
さ
れ

、m
f

年
は
米
國
か
ら
一一
ジ

マ
ス
那
'

を
一一一一一

入
し
こ
れ
を
病
商
代
湖
で
解
化
放
流
し
た
が

、い
づ
れ
も
所
期
の
効
果
を
舉
げ
る
こ
と
が
出
來
な
か
つ
た

。
な
ほ
内
地
の
他
方
面
で

も
展
次
同
様
の
努
力
が
拂
は
れ
た
が

、
そ
の
成
績
は
僅
に
試
驗
と
い

ふ
範
田
に

止
ま
り

、
解
化
法
の
責
益
に
至
つ
て
は
な
ほ
前
途
遼

速
の
親
が
あ
つ
た

。．し
か
る
に
北
海
道
一B
が
明
治
二
十

一
年
に
千
一一成 :
1一一に-f
館
解
化
場
を
一一一設し
て
石
狩
川
の
サ

ケ
族
の
增
殖
を
期

し
'
ま
た
二
+
四
年
一一一別
に
同
様
の
企
却
を
し
て
西
別
川
に

於
け
る
同
魚
の
繁
榮
を
岡
り
た
る
に
孵
化
法
を
事
業
化
し
た
先
躍
で
そ

の

一積
を
日

一一揚し
た
る
功
-lf
は
筆
紙
に
盡
す

べ
き
で
は
な
い

。～:
と
に

一一一一'別
解
化
場
の
所
在
は
北
海
適
東
海
岸
に
散
在
し
サ

ケ

族
の
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藤

田

鮭
館

孵
化
の
囘
顧
五
十

年



の
開
一

j

j
a

と
見
做
さ
れ
る
が
そ
の
模
範
で
は
な
い

。こ
の
榮
器
は
営
然
米
国
の
荷
-
と
こ
ろ
と
な
っ
た

。
同
目
最
初
の
孵
化
場
は

一八

五
三
年

（嘉
永
六
年

）に
ォ
ハ

ヨ

州
ク
リ
ー

プ
ラ
・
ン
ド
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で

、
事
ら
カ
ハ
マ
ス

を
解
化
し
た

。
～:-
れ
が
成
功
し
て

か
ら
こ
れ
に
倣
つ
た
解
化
場
が
各
州
に
繊
々

新
設
さ
れ
他
の
マ
ス

類
も
購
化
さ

れ
た

。
歐
洲
で
あ
ま
り
成
功
し
な
か
っ
た
人
工
解
化

が
米
國
で
好
績
を
舉
げ
得
た
の
は
サ

ケ

族
の
-Ei-
類

、
こ
と
に
池
中
同
育
に

適
す
る
も
の
が
多
く

、
從
つ
て
そ
れ
ら
の
卵
数
の
彩
多
な

る
に

よ
る

。
池
中
飼
育
に
適
す
る
一一一i類は
論
外
だ
が

、
解
化
し
た
稚
魚
で
河
川
に
放
流
す
る
も
の
で
は

、
そ
の
四
年
後
の
回
師
数
は
'

千
分

‘
o
三
以
下
で
あ
る

。
こ
れ
が
た
め
に

附
化
業
の
期
著
な
美
職
を
舉
げ
得
る
に

は
彩
多
の
卵
を
必
要
と
す
る

。我
國
に
解
化
法
が

体
習
さ
れ
て
か
ら
約
+
三
年

、
そ
の
時
日
は
決
し
て

短
く
な
く

、
ま
た
そ
の
間
官
:

民
が
斯
業
に
一前一一一M一した
～:
と
も
少
く
な
か
つ
た

。

そ
れ
に

も
拘
は
ら
・
ず
な
ほ
解
目
に
一一n
す
る
實
裁
を
舉
げ
得
な
か
っ
た
の
は
内
地
の
各
河
川
に
於
け
る
執
魚
は
少
く

、
そ
の
卵
数
も
ま

た
少
な
か
っ
た
-』
め
で
あ
る

。
か
く
内
地
で
は
始
ん
ど
絶
望
と
思
へ
た
人
工
解
化
か
北
海
適
の
解
化
場
の
た
め
に
事
一
業
と
し
て
'

準
田

た
る

:
:

u
-一一一一一一一を
築
き

、
他
を
指
導
し
得
る
に
一一一一一一fつ
た
の
は

、
業
界
の
た
め
一河
に

慶
一税
に
地
一へ
な
ぃ
次
第
で
あ
る

。

筆
者
は
明
治
二
1
年
'

5
札
幌
に
居
住
し
た

。
當
時
秋
来
の
石
狩
街
這
は
サ

ケ

を
載
ん
だ
駄
馬
が
陸
載
と
し
て
札
幌
へ
殺
倒
し
た

。

そ
の
年
・一一一一一一は
常
に
:一一一一．常
で
あ
つ
た

。・一一．・・一
る
際

、
そ
の
補
論
を
国
る
に
解
一一9
心
す
る
の
は
一
見
定
に

無
用
の
開
事
に

過
ぎ
な
い
が

、
實

は
凡
慮
の
及
ば
ざ
る
明
鑑
で
あ
つ
た

。北
海
適
廳
が
一一一到な
配
應
で
季
節
に

は
ま
だ
市
場
に

氾
選
す
る
サ
ケ

の
埼
殖
に

熱
中
し
た
の

は
今
さ
ら
な
が
ら
深
一一:-9
の
敬
意
を
表
せ
ざ
る
を
得
な
いo

．

近
來
米
日
で
解
化
場
を
度

」
1
し
た
と
い
ふ
こ
と
を
見
聞
し
て

、直
ち
に
こ
れ
を
我
国
に
擬
せ
・

ん
-
-

，一す
る
も
の
も
あ
る
や
う
だ

。
こ

れ
は
定
に

一
知
半
解
と
も
い
ふ
べ
き
で
あ
る

。
米
一
国
で
は
河
川
湖
沼
に
も
ま
だ
サ

ケ

族
の
自
然
産
床
が
少
く
な
く

、
從
つ
て
自
然

j
f

那
の
一一一一も相
當
多
:一…一で
あ
る

。
總
て
他
の
事
構
が
均
等
で
あ
れ
ば

、
サ

ケ

族
の
自
然
一一一一一一一ルは
人
工
産
見
よ
り
そ
の
体
質
は
一一一一一確一で
あ

る

。
そ
こ
で
自
一然
一解:
一 :

-
:

を
保
識

-
て
解
化
業
を
一i-
ら
こ
れ
に
依
存
し

、
解
化
場
を
一段
止
す
る
の
も
良
法
で
あ
る

。
幸
か
不
幸
か
-9
近

l6 -

一我
一f
で
は
-f
;I:
、
等
の
産
業
は
・一一一''一一n一一i長
し
河
湖
は
利
用
さ
れ
て

'
水
質
は
惡
表
し
水

一一一'一一一一 i

基
口一を
生

';-
-

一一一一一一も
0
が
-f
出
す
る

。t

れ
が
た
め
元
來
や
4

少
い
サ

ケ

族
の
自
然
産
床
は
漸
次
減
少
し
た

。從
つ
て
～:
の
主
要
な
る
食
用
'

魚
の
国
粉
な
供
給
を
圖
る
た
め
に

は
是
非
と
も
こ
れ
を
人
工
解
化
に
快
た
一 :-l;L
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
い
よ

く
病
感
さ
れ
た
o

同
じ
く
減
耗
し
た
傾
向
あ
る
魚
で
も

、
そ

の
漁
初
一一一一域
の
城
一張
が
可
能
な
れ
ば

、
こ
の
缺
陷
を
前
〇
得
れ
ど

、
サ
ケ

族
の
や
う
に

産
卵
の
た
め
に
は
必
ず
河
川
を
必
要
と
す
る

も
の
で
は
も
し
そ
の
人
I
解
化
を

一
日
一
停
止
す
れ
ば

、一こ
の
影
響
は
一一一一一一轉
直
下
忽
ち
一こ

れ
が
減
耗
を
來
た
し

、
．
-
一n一
に
救
濟
す
る
こ
と

が
不
能
と
な
る
港
状
を
:
f
'

す
る
こ
と
は
必
然
で
あ
る

。

人
工
解
化
の
確
賀
で
あ
り
有
益
で
あ
る
こ
と
が
北
海
適
の
解
化
場
の
業
驢
で
深
く
認
識
さ
れ
て
か
ら
，
外
一一一一一一一一一の
一一
ジ

マ
ス

及
び

カ
ハ

マ
ス

の
輸
入
と
な
り

、
個
人
継
管

‘
〇

マ
ス

池
中
養
一n
一M

:一一一一の
新
生
面
が
開
け
た

。
元
來
サ

ケ

族
は
北
方
一一一一一一一で
あ
る
か
ら
こ
の
一一一一一化

も
主
に
同
地
方
に

限
-:-
さ
れ
た
が
，
外

一一一一一一一nマ
ス

は
南
方
に

も
よ
く
通
順
一一一:
及
し
て

、
今
日
で
は
関
・一一一 ::一一一一同
様
に

（的
育
さ
れ
る
に
一，r一一'

つ
た

。

、

'

般
戰
し
た
マ
ス

の
普
及
と
異
常
な
成
功
に

一一一一田
さ
れ
て
誕
生
し
た
人
工
解
化
は
ヮ
力

サ

ギ

（チ
カ

）
及
び
ァ
ュ
で
あ
る

。
ヮ
カ
サ

ギ
の
肺
化
は
明
一一一一一四十
・一一一一'一3一鮮
浦
を
一
獲
一E
地
と
し
て
勃
興
し
た
我
一一図

一州特
の
方
法
で
あ
る

。そ
の
n一離
的
の
成
功
は

一諏
訪
湖
へ
の
移

殖
で
明
明
に

立
證
さ
れ
た

。
年
々

こ
の一;
一一一一一、の
稚
見
放
流
数
の
直

多
な
る
こ
と
は
解
化
魚
中
随

一
で
あ
り
、
ま
た
こ
れ
を
資
施
す
る
地

方
は
廣
く
北
部
よ
り
南
部
に

及
び

、一始
ん
ど
他
に

敞
す
る
も
の
は
な
い

。な
ほ
ァ
ュ
の
人
エ
解
化
は
明
治
三
+
一
年
に
初
め
て
實
驗

さ
れ
た

、
そ
の
後
さ
ら
に
企
一
素
さ
れ
な
か
っ
た
が
近
來
こ
れ
を
計

一一一す
る
も
の
が
組
出
し

、
，」の
東
一n
:

の
名
一一一一一も
そ
の
産
額
が
增
加

し
て
一一一一一期一
の
食
卓
を
順
は
す
こ
と
に

な
っ
た

。

l

總
て

か
''-

る
情
勢
を
速
翻
す
る
と
我
國
サ
ケ

族
の
人
工
一一一一一化
の
隆
:
目

は
自
ら
北
海
道
一一9一解
化
場
の
多
年
に
直

る
不
:一一一一不
屈
の
努
力

に
よ
る
功
勞
に

師
せ
ざ
る
を
得
な
い

。
も
し
假
り
に
同
解
化
場
が
創
設
さ
れ
な
か
っ
た
ら

、
人

エ
解
化
は
'
サ

ケ

族
は
勿
論
ワ
カ
サ
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定
せ
ら
れ
し
も
の
と
館
く

、
五
十

年
前
斯
か
る
伸
地
に

斯
る
好
通
地
を
選
定
せ
ら
れ
し
先
人
の
明
に

-E-
典
す
る
次
第
で
あ
る
o

+
六

i
-
f
．坪
の
構
内
各
所
よ
り
湖
出
す
る
満
水
は
一一一一一に
一船分
数
一・一 :

f

石
清
冽
西
別
川
の
源
泉
一一一 :，一な
し

、山
一一一一一水
明
の

一
大
水
郷
・

一一一一0
る
、）

創
立

當
時
に

於
て

は
設
計

一
千
再
粒
に

し
て
根
室
外

一一
部
水
産
組
合
の
經
發
な
り
し
が

、
明
治
四
十
年
地
方
費
支
辨
に

て
北
海
適
水
産
試

驗
場
に
一
屬
し

、
西
別
分
場

、
次
い
で
西
:別
交
場
と
一構
し
明
治
四
十
三
年
国

空
一一一辨
と
な
リ

'
北
海
道
躍
西
別
一M
-

．螂
解
化
場
北
:一一一一通一一一一

虹
'

別

一一一一 l9一解
化
場
を
経
て
昭
和
・
"一一年
北
海
道
一一---一構
一一一一M一化
場

一一i一別
支
場
と
改
構

、一賽
一f-'
、
釧
路
国
支
一幅

一一一-内
に

，九
第
業
場
を
色
含
し
A

，

日
に
一到
つ
て
居
る

。

．

英
の
間
難
館
孵
化
事
業
に

開
す

る
調

一一一:一'
、
指
一通
”
、
改
良
等
手
一一一一一'-一一一業
場
と
共
に
一準
多

の
一:一献
一一
な
し
一又
池
中
一一一一一一一ml

一一一一一一一一一に
對
し
て

も
大
正
十
一五
・一一 :a

，以
來
昭
和
四
年
に
一-一り
摩
用
測
へ
一一-一的
一・一・一一一:一
放
流
せ
る
が

、1一 :

-一一一の
器
效
盛
に

し
て
該
布

一よ
--
，操
那
の
一m
-
・

子
一一T-
．一一一':
〈
全
適

各
地
に

分
興
增

一m・
せ
ら
れ
養
館
事
業
本
-

=
の
隆
9a

に

神
益
す
る
一理
大
な
る
も
の
あ
っ
た
の
で
あ
る

。
清
流
西

一一川は
延
長
約
一一一
．
-

，m
．

，

根
'
'一一，国
別
海
村
に

於
て
海
に
一一一 i
ぐ
が
本
・
川
産
の
姓
は
・一・一一來
「西
別
館

」と
納
さ
れ
:

英
の
美
味
を
海
内
に

，
fa
か
し
て
一e
る
が

、
近
年
一一一-

上
減
:一一一--の
-

徴
を
示
し
て
-

0
る
の
は
否
め
な
い

。之
は
沖
合
流
細
漁
業
'

漁
獲
方
法
の
發
展
に

原
関

一，一 :・一
な
す
も
一一と一-s
は
れ
る
が

、
又
修

民
の
入
地
に

よ
り
人
工
增
加
の
結
果
河
川
の
一商
濁
さ
る
--

事
密
漁
の
始

:
:

大
に

依
る
も
の
と
-u
一一は
る
-l

が
誠
に
:

前

一一一一一一
---
態
の

一一mで
あ
る
o

古
來
一一一一一'0
-
-
-

:

有
の
聖
職

M
徹
の
途
上
食
料
難
を
叫
ば
る
-

今
日

、
資
源
維
持
確
保
の
爲
に

又
過
去
f-
十
年
に
一-

:一る
先
班策
語
一 :

…
:

-一の
築
き

上
げ
ら
れ
た
る
偉
業
を
引
き
組
ぐ
一番
-

の
一一 :-一，W-一一成
大
な
る
事
を
痛
感
す
る
と
共
に

、
今
後
益
一一一事
業
無
張
の
爲
に

一一一::一
力
し
な
け
;
-
．
ば

な
ら
一n
と
E
-

j

ふ
次
第
で
あ
る

- lg -

営
-9「別
支
場
は
明
治
二
一-'
-

一一
年
の
創
立
に

な
り
本
・一一一一一一・を
以
て
浦
五
十
一間
年
を
理
へ
た
の
で
あ
る

。

同
寒
国
立
公
関
西
別
一一一 :一一の一一一M一…一…一界

:一一一指
の
透
明
度
・

を
有
す

る
出
準
際
開
湖
の
南
方
約
四
里
の
地
に
介
在
し
、
:一一一一一一一一 :一一 :信古
一一:l一の
選

井

治

虹・
別
支
場
創
立
五
十
週
年
を
迎
へ
て

、'．1・
及
び
ァ

一一
も
他
に

師
表
と
す
る
も
の
が
な
い
か
ら

、
た
と
へ
責
現
し
て

も
そ
の
時
期
は
一 :一一一一・-常
に
後
れ
て
今
日
の
や

う
に

-u:
界
に

一i一一一

た
る
一絶
一a一を挿
・r
る
こ
と
が
出
來
な
い
と
思
4
。

今
や

世
界
の

一m
:

-一一，・は
日
々
混
亂
一M一一一通
し
て
容
易
に
そ
の
洞
察

，一一:一
許
さ
な
い

。
し
か
し
い
づ
れ
の
國
で
も
そ
の
:
取

も
熱
州

一に
希
求
す

る
も
の
は
生

，
--
號
充
'

こ
と
に
食
報
に
開
し
て

然
り
で
あ
る

。
解
化
業
も
営
然
こ
れ
に
開
興
す
る
か
ら
熱
'M
-
-

:

i一、 :

務
に

確
刷
す
る
の
精

神
を
盤
押
し
て
そ
の
刷
新
と
向
上
．，r
一
同
ら

a
ば
な
ら
な
い

。
そ
れ
に
は
從
來
と
か
く
流
れ
や
す
い
a--

」安
の
田
，一一一一一一を
一M一同'め
、
大
に

技
術

の
刷
新
に
:一一め斯
業
本
來
の
使
命
の
完
速
に

一通
進
す
ぺ
き
で
あ
る

。

一一一一一別
嚇
化
場
は
創
立
:一W一に
，

:

-一-
年

、
そ
の
間

-
'破
附
化
場
の
-a「侶
件
と
し
て
始
．
-

9一一幅は
ら
'．'一
る
%
，力
で

、
北
海
適
東
海
岸
の
解
化

業
を
指
導

」、今
日
の
隆
:

=
を
描
來
し

一一一 :一の
は
一一一 :一一服
に

地
へ
な
い

。
し
か
し
今

11
は
た
:

，
-一一一一一一一一 :

-
-一の
-
年

-M
を
設
歌
-
'?一美する
ば
か
り

で
は
五
1'
年
記
念
の
意
義
を
益
し
た
と
は
い
へ
な
ぃ

。
事
業
の
前
途
は
な
ほ
進
速
で
あ
り

、
川
'

実
で
は
な
ぃ
o

こ
の
際
な
ほ
一一一一用
査

動
し
て
斯
業
=
的
の
建
成
に

維
非
せ
ん
こ

と
を
帶
異
、一'，'する
表
第
で
あ
る

。
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虹
，

別
解
:

化
場
a創
立
五
十
週
年
に
際
し
て

地

助

=-
年
一一 :

:一
十
周
年
記
念
を
迎
へ
た
千
」一一一一一解
化
場
が

i

E--「・確
に

於
け
る
産
．

施
設
L

一し
て
斯
界
に

需;
臨
し
:

…
:一一一の
-

ili
'

座
を
占
め
て

．M::
る

の
に
對
し
て

、

観
と
い

ふ
べ
き
で
あ
る

。

本
適
解
化
・一…一一一一一一一一を
創
始
し
た
営
時
の
人
々

の

一T見
は
言
」，-一一一一一-た
な
い
が

、

?
'

明
治
二
-'
四
年
西
別
解
化
場
を
一側
立
し

、
l---
來
-
七
年

間
地
方
-l-
に

移
':-
:

さ
れ
る
一一一一一、
幾
多

の
网
難
と
職
つ
て
總
持
し
て
來
た
加

一一一 :一
義
組
合
の
．M一一力
に

対
し
て
は
深
排

の
一一一一意を
表
し
度

20 -

い
〇

・一一一地方
ル
:一移
管
後
明
治
四
十
一一一年
開
-1l-
移
:
-

'

，
:

と
な
・n
，

，
-一，日
に

一一一一つ
て
f一一一 :る
が

、

ら

一m-一・一一 :一一一n一館
-
器

一一一・一一一一一一一一組
合
の
今
=
造

．一一- i
一一一
と
し
て

影
の
形
に

添
ふ
て

居
る

。一一 :

n
-

M
'-一一一一管
後
に

:一一一一、け
る
同
場
の
一一一一一一一一一一一は
ま
こ
と
に

隆

々

た
る
も
の
で

千
一一一一一解
化
場
と
並
び
n
解

さ

れ
た
が

、
そ
れ
に

し
て
も
常
時
:

、一一一・一一一aM々た
1

〇

一一:一別
原
野
は
性
か
ば
か
-

）の-一
人
の

部
客
を

除
き
:
-一一一も
近
い
村
で
も
標
茶
の
九Ea

、
目

常
の
物
資
は
す
べ
て

此
産
で
一調

へ
る
譯
、だ
が

、
山
中
l1ltl

の
業
み
と
す
る
郵
使
物
が
標
茶

の
局
か
ら
配
達
さ
れ
る
の
に
夏
分
で
も
幾
日
置
?

一-l-
か
で
あ
り

、
冬
分
は
い
は
一一'配
注
美
の
御
都
合
次
第
と
で
も
い
ふ
べ
キ
一
も
の
で

、

t
…一信
さ
へ
一一
日
が
4

り
で
あ
っ
た
と
い

ふ
そ
の'
頃
の
動
務
者
の
話
を
聞
く

一性に
、
，河
に

同
情
を
集
じ
得
な
ぃ
も
の
が
あ
る

。大
体
に

於
、て
本
道
の
解
化
場
は
得
て
人
里
離
れ
た
嘘
に
在
る
開
係
も
あ
る
が

、一 :m
地
一

械

一一一一の
方
面
に
一一'u一一一一一一し
て
居
る
-ll-
は
，
:一一一適
-

一の
人
な
ら
で

は
始
ん
ど
氣
も
っ
か
な
ぃ
一こ
と
で
あ
る
が

、
解
化
場
が
在
る
お
藤
で
英
略
に

泊
:n
1

て

一n一つ
て
各
組
の
調
査
を
す
る
の
使
E
:

を
得
た
り

全
く
--
も
ゆ
か
．D
も
な
い
・・一ハ'
・一一・で
も
行
き
慕
れ
て

一
夜
の
宿
を
・一一，J
ふ
と
い
つ
た
事
は
如
何
に
多
か
つ
た
ら
ぅ
か
。
英
他
相
等
知
名
の

士
で
足

一
度
．一一一一'別
原
野
に
入
れ
た
人

一一は
i

始

ん
ど
例
外
な
し
に
孵
化
場
の
厄
介
に
一一一一一一・つ
て
居
る
筈
で
あ
る

。今
日
虹
別
原
野
に
・?
一一一一一n

車
が
通
じ
始
ん
ど
面
日

一
新
使
利
に

な
っ
た
事
は
欧
ぶ

べ
き
で
あ
る
が

、
そ
の
間
に

在
り
一r・
明
治
四
十

三
年
か
ら
昭
和
六
年
迄
實
に

一
'

，
-

-

，二
年
も
の
永
い

開
'
し
か
も
そ
の
大
部
'一一一一・一r一自
軟
生
活
で
過
し
た
内
海
重
，-

，術
-

」氏こ
そ
此
の
解
化
場

一一 :・一一，一一一・一るg
に

営
つ
て

忘
る

t
事
の
出
來
a
解
化
場
一一一一一一速
更
中
に

於
け
る
大
な
る
存
在
で
あ
る

。
育
・
聽
に

移
管
さ

れ
て
か
ら
の
主
任
は
山
下
平
造
一 :

-
:

-
'

で
あ
っ
た
が

間
も
な
く
退
職
し
千

一一一一一'。一一一化場
か
ら
内
海
一，一一一が
赴
任
さ
れ
た
が

、
常
時
'

．」に:
澳
た
る
-

，野
原
を
一
力

ン

ジ

キ

を
一一一一一 :

み

し
め
て
:
-
1
:

・

，常
に
離
一服

し
て

赴
任
さ
れ
た
時
の
氏
の
思
ひ
出
話
を
聞
か
さ
れ
て
見
れ
ば

」
-l-
に

笑
ひ
事
で
な
か
っ
た

。一的
來
一:
-
'

は
心
血
を
傾
ffl-
し
て
只
管
解
化

室
の
改
築

、

又
氏
の
持
前
の
風
流
氣
か
ら
池
呼
に
一一一一一一一一--=-
．
-一一一一一一組
え
た
り

、

し
た
り

、

一一-

l
f
f

全
く
楽
困
化
す
る
に

一一一・一一り
、・一・、解
化
場
と
し
て
の

「「，-一一一一を
充
分
に

示
さ

れ
た
一一一一一は
一一一一 :と
す

べ
き
で
あ
る

。

識
れ
し
も
同
接
と
…一sふ
:

か

多
少
で
も
体
験
し
た
も
の
は

2

一
度
解
化
場
の
構
内
に

足
を
入
れ
・
'ば
主
一一一一・者
の
人
と
成
り

が
想
像
さ

れ

、
解
化
室
に

入
つ
て
見
れ
ば
そ
の
管
理
聽
5
方
に

よ
っ
て
略
々

そ
の
成
縦
さ
へ
も
-f-
感
し
得
る
も
の
で
あ
る
が

、

き
が
故
に
手
が
一9
か
な
い
と
い

ふ
が
如
き
は
假
令
経
n・一が
潤
一解
で
あ
っ
て
も
恐
ら

〈
之
を
成
し
得
一9
で
あ
ら
う

。．能一．筆は
些
か
脱
線
し

た
が
--a
に

角
氏
の
-llf
力
が
そ
の一
解
化
成
續
の
上
に
一一一一一:-
責
現
さ
れ
た
事
は

親
和

一が
非
常
に
運
く
這
一一一～一上
を
見
る
や

う
に

な
つ
た
:ll-

は
何
よ
・n
-

，
の
證
搬
で
あ
り

、

な
き
程
の
時
代
も
あ
っ
た
、

そ
の
放
流
と
-E
一師
の
開
係
は
よ
く

然
る
に
好
事
の
應
と
で
も
い

ふ
か

、 一
致
し
て
居
つ
た
事
で

、 l一流
し
そ
の
湖
一一一一一一一一 :上
の
-=:
組
は
一一一一一適
に

比

昭
和
三
年
一明
か
ら
解
化
用
水
に

或
極
の
細
蘭
の
發
生
で
卵
子
は
始i

ん
ど
全
減
と
い
ふ
べ
き
恐
る

べ
き
現
象
が
出
現
し

、
之
が
爲
め
一m
威
者
を
總
動
員
し
て
研
究
に

全
力
を
舉
げ
ら
れ

、
此
の
結
果
新
た

に

e
井
し
て
解
化
用
水
を
求
め
た
り
'
消
毒
に
よ
り
て
防
止
し
や

う

と
し
た
--l

大
恐
流
時
代
が
來
た

。
斯
く
．す
る
う
ち
昭
和
六
年

か
に

氏
は
退
職
さ
れ
た

。
蘭
來
卵
・

子
は
必
・

ず
消
-一一一一の
一
本
館
で
進
ん
だ
ゃ
う
だ
が

、
大
休
か
ら
見
た
結
果
は
必
・
ず

し
も
豫
想
の
通
り



に
行
か
な
か
っ
た
の

か
-E
．
-
-

-
'e
…

'

一一一一一'一上
は
近
年
-9
に

減
少
し
た
事
は
事
f一・で
あ
っ
て

、
之
が
原
国
の
探
究
は
解
化
事
業
者
に

取
り
て

は
大
に
?一劍
に

や

ら
な
け
::
-

．ば
な
ら
n
間
観
で

、
虹
'

別
解
化

‘場
の
み
に
起
れ
る
現
象
と
し
て
報
忽
に

附
す

べ
き
で
な
い

。
或
は
傅
ふ

虹
別
解
化
場
は
此
の
細
蘭
の

一一，一生
を
消
度
し

一一一一．き
・一一一一以
て
斷
然
他
に
移
轉
す
る
を
可
と
す
と
の
意
見
も
耳
に

し
て
居
る
が

、入
，や
創

，
'

五
十
一間
年
の
一一一一・か
し
き
照
・
3一一，一着
す
る
一一一一一一'化
場
が

，一
単
に
卵
子
の
收
容
時
か
・一・一一一一一一 ::，一一一の
愛
生
時
迄
使
か
に

四
十
日
是
ら
・

ず
の
間
に

起
れ
る
現
象
な
る
に

、
之
が
防
止
の
方
法
を
究
め
・
ず

し
て
あ
の
完
備
せ
る
M一一一化
場
の
設
備
を
一
朝
に

し
て
他
に
移
轉
す
る
が
如
き
性

一一を
一一一一一一て
し
て
後
人
の
:

=
:

-一り
，

～

r一一一一-く
が
如
き
事
を
選
け

，
寧
ろ
ァ
:

，--
十
周
年
記
念
を
契
機
と
し
て
解
化
一 ::-t
1

a
f一一者
は
益
々

之
等
の
現
象
に

っ
き
研
鑽
以
て

そ
の
眞
理
を
究
め

、解
化
事
一
業
界
に
貢
献
す
る
産
あ
ら
ば

一-一一別
解
化
場
;n-
十
周
年
記
念
も
数
に

一
大
意
義
を
商
す
も

、

の
と
い
ふ
を
得
る
で
あ
ら
，-'一一一一一一
吾
人
は
收
て

率
直
に

所
感
-ll:
述
ぺ
て
一一一一M一に代
、度
い

と
思
ふ
o

聞
く
と
こ
ろ
に

よ
れ
ば

一一和十
四

年
度
は

］ll
-
近
稀
れ
に
見
る
採
那
数
で
あ
り

、
し
か
も
そ
の
成
績
も
亦
非
常
に

良
-ll-
だ
つ
た
と
の
事
で
あ
る
が

、
場

:

員
各
位
が
努
力
の

腸
と

一'表に
重
ね
て
慶
び
を
中
ト
:

ぐ
る
次
第
で
あ
る

。
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百

+
坪
の
大
孵
化
場
と
な
し

、同
十
四
年
に
は
座
合
を
自
、一一一一一の
近
代
式
建
業
と
な
し

、次
い
で
養
魚
池
を
鐵
筋
r
-

ン
ク

リ
ー

ト

に

改
業
す
る

n一一一確一述
の
水
鄕
爲
め
に

一
整
し

、
千
j-lf
一一一一一一化
場
に

亞
〈;
大
解
化
場
と
し
て

内
外
人
の
一一一一一一業一する
と
こ
ろ
と
な
れ
り

。

構
内
二
-'

一出
'

f-
千
九
十
四
坪
の
大
一前一一地
・一一一w
擁
し

、一
構
内
各
所
よ
り
渡
一一一'
と
し
て

海
水
し
=
-一、の
水
一一一m一の
豊
常
な
る

分
間
-li-
に

数
日

石
一一一一一一に
速
し
他
に
:
l
:
-
-一の
比
を
見

一一，;'
。
一一一m
内
に

は
多
數
の
一一一一一一 :

n一試
験
池
あ
り
、

ス

の
操
布
あ
っ
て

後
日

購
化
場
所
要
の
電
源
た
る
べ
〈
機
想
一一一一一、一・一・る
。

大
字
平
糸
村
・ン

L

ヮ
ン

ー

，ト
に

在
-

）、数
地
-
一一

l

百
十
，h :一一一一・を
所
有
す

。
今
現
在
一一…一一---別
支
場
一一一一一前
の
概
略
を
舉
ぐ
れ
ば
左
の
如

26

大
正
十

三
年
十

一Jl-
一日
建
一製E
重
一-
引
-
板

e

展
周
湖
へ
の
移
殖
事
業

虹
別
解
化
事
業
の
一 '
部
と
し
て
・一へ正
十

四
年
始
一一一一て・一一一一一開'
湖
に
一一-一的
・

0
1

一一一一一一 :

m・
を
試
み

た
る
が
'同
地
は
常
時
願
る
?
一一'
使
に

し
て
=
n

っ
～一一一化

相
を
据
付
く
る
場
所
さ
へ
な
く

、
初
年
目
は
．
-一一一一一一M一卵
約

二f
三
千
粒
・一一一一一一一a-
/

苫
心
の
結
果
・

'

一
民
餘
の

一一一一氷
を
破
体
し
て

湖
水
に

撤
布
し
た

る
も
'
共
の
結
果
不
明
な
り
し
が
裁
い
て
昭
和
二

、三
年
に

E-
り
繼
被
約
一 一
:
…一一、手
:

-

-
-

・一一-
:

-一一一流
せ
る
に

今
目
に
て

は
そ
の
効
果
大
に

現
は
れ

優
秀
な
る
範
卵
供
給
一一一一と
し
て
・一一一一一似
一せ
ら
る
・

、一に
一一一一れ
・一 ::y

。
又
昭
和
四
年
米
一
明

:一一-
ス

テ

ー

ル

へ
ッ

ト

一
萬
三
千
一除
是
を
:一一一一流
せ
し
が

:

-
:
-
-

:一和

果
現
は
れ
今
日
に

て

は
組
魚
捕

一一一一一一一一一 :---一」一'ず
る
に

一一一一一れ
り

。
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虹
別

の
思
:

-

-
-

）
出

．

水

一裁
内

一基
国

中

林

藏

-la
窓
を
出
て

始
め
て
一一一一別
に

動
め
た
使
は
何
と
言
つ
て
も
懷
し

い
と
こ

ろ
で
あ
り

、
思
一 :-）出
多
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た

。
大
正
六
年

初
創
路
に
着
い
て

，，、一
・・・
で

一
泊

、
發
朝
小
一re
な
發
動
機
の
川
船
で

例
路
川
一一一・ー
ポ
力

ポ
力

遡
り
タ
方
標
茶
に
:

-

一一いて
ま
た

一
-1-
、
=
、一2一

か
ら
L:
-l-
の
山
路
を
理
へ
に
來
て
異
れ
た

乙
部

一a…
松
一，一一一一の
荷
一:
M
-
:一M

で
・一一一・，，一刻
思
ひ
出
の
--=
'

別
一照

一一化
場
一，
．
-

，一一一いた
の
で
あ
っ
た

。一一一一解
内
を

流
一 :o
・一
清
流
に

は
n一一 :山
の
ヤ

マ

ぺ
が
游
い
で
一e
る
一因
一一一一'な最
色
よ

い
-
中
生
活
は
常
時
非
常
に

氣
に
入
つ
た

。

場
長
内
海
氏
は

一
か
ら
十
ま
で
何
異
れ
と
な
く
一一一一一一一一一し
て
異
れ

た
し

、
場
f-
も
喜
ん
で
伸
間
に

し
て
一央
れ
た

。
こ
う
し
て

一
年
は

夢
の
様
に

過
ぎ
て

'
望
年
秋
根
室
水
試
に

轉
じ
て
十
数
年
居
つ
た

。

と
こ

ろ
か
一同
ら
」一 :，・
も
昭
和
六
年
秋
前
場
長
内
海
氏
の
後
益
に

と
一再

び
虹
別
に
展
つ
た

。
場
員
の
伊

藤
總
松

氏
は
--t-
初
．-一一一一別
に

動
め
た

時
の
顔
馴
染
で
一一一一一 :
ん
で
迎
へ
て
異
れ
た

。

永
い

開
水
-f
試
験
場
の
仕
事
に
'

削
れ
て
一…-
び
解
化
場
に

出
た
供

に

は

、
見
る
も
の

、
-la
く
も
の

、
新
し
い
様
な
珍
ら
し
い
様
な
仕

事
が
多
か
っ
た

。
1l一一後
昭
和
十

三
年
一一一一0一れ
ま
で
是

-t-
け
八
年
開
-

二
分
の
興
味
と
愉
決
と
を
以
て
動
め
さ
し
て

一效い
た
の
も

一
つ
は

英
の
た
め
で
あ
つ
た
し
，
あ
の
雄

大
な
公
因
の
様
な
購
内
で

:一一 :よ

し
の
場
員
と
相
-

-

-一に
-
体

す
の
が
何
よ
り
一
架
し
か
つ
た
-3
め
，で
あ
つ

た
〇i

i一1l-別
の
最

、 :
:

-
::
-一れ
は
．
-
-
-

-
・

日

慕
し
て
居
て

も
'

〈

一張
---

よ
い
と
こ
ろ

で
あ
っ
た
，

数
=
の・
出
張
か
ら
開-
つ
て
來
た
時
で
さ
へ
も

、
あ
一一

・一一一一一地
の一一一一一一一内
が

:
:一M一一開一一一す

る
あ
た
り
は
何
と
も
言
は
れ
一9
一田一め
で
'

l思
は
・

ず

「解
化
場
は

，大
一張
り
よ
い
な
ァ

」
と
何
時
も
-=-
ん
だ
も
の

-- 40 -

だ
紙・
班
本

満
る
赤
ク

モ

の
老
樹
の
下
に

あ
の
大
き
な
自
い
門
注
と

、

そ
し
て

大
き
な
湖
-r-
引
き
の

一:札
が
限
前
に

迫
つ
て
見
え
る

あ
た

り

。
平
垣
な
長
い

、
廣
い

、
十
間
道
路
の
與
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
自

塗
'

の
事
務
室
と

、
Ell-
合
'
一一f-
合
の
赤
い

屋
根
が
機

．革
無
湖
の
中
に

點
一一一と
見
え

、
構
内
に

は
数
百

石
の
湖
水
不
規
則
な
清
流
と
な
つ

て
一使
一一一一 :

-一一f一・
--
花
報
一一J一一at-津
ぺ
て
接
・-
・

と
-l-
れ
て
一e l

a

る
o

構
内
各
所
に

一一一場
水

池
あ
り

、◆--
水
a
り

、
展
-・あり
一
大
水
薄
を
な
し
て
i0
る

。
こ

ん
な
別
一大
地
の
様
な
;

'-一

色
よ
い
一 :n
-一れ
に

學
術
的
に

も

一
般
的
に

、-

:

非
常
に

参
考
に
な
る
場
所
で
あ
る
か
ら

、
网
寨
国
立
公
国
旅
行
の

知
名
の
士
は
絶
間
な
く
來
訪
さ
れ
る
-

:

其
れ
が
山
中
生
活
の
場
員

に
と
つ
て
は
ま
た

一
つ
の
樂
し
み
で
も
ぁ
り
'
慰
安

と

も

な

っ

た

。構内
に
暖
き
游
る
標
花
は
附
近
随

一
の
も
の
で

、
解
化
場
の
お

花
見
と
言
つ
て
近
所
隣
り
か
ら
相
営
集
つ
て
來
た
も
の
だ

。
斯
様

に
述
べ
て
見
る
と
場
員
は
毎
日
そ
ん
な
景
色
よ
い
所
に

仕
事
も
な

く
プ
ラ

ブ
ラ

し
て
一eb
る
接
に

も
想
像
さ
れ
る
が

、
f-
事
:u一一一れ
は
大

し
た
忙
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
o

構
内
湧
水
池
飼
育
の

一- l

一一m一
は
十
二
月
か
ら
四
月
ま
で
採
卵
の
時

期
で
あ
り

、
五
月
六
1l--
は
摩
周
湖
の

一--一
一H
や
ス
テ
ー

ル

へ
ツ
ト
の

捕
獲
採
那

、
七
月
八
月
は
節
，
九

・--か
ら
M
-
-

一
年

i

:
月
ま
で
は
n一一の

補
獲
採
卵

、
M一一一化
室
に

一
杯
請
ま
っ
た
a-
那
は
四
月
ま
で
殘
つ
て

-b
る
し
解
化
器
の
修
理
や

手
入
れ
と
仕
事
が
絶
え
な
い

。一一sへ
ば

一-
-ll「'別
は
年
中
忙
し
い
と
こ
ろ
で
あ
つ
た

。

時
-

構
内
に
迷
〇

込
む
理

・-le
を
捕
〈

て
は
自
慢
の
ラ

イ
ス
力

レ

I
で
場
員
の

一
大
會
食
が
時
・一（
決
行
さ
れ
た

。
解
化
空
に

-l，:
:一一

二
-一一一，，・一
並
べ
て

一一一一一一-:・一一，る
の
で
あ
る
が

、
何
と
'-

f
:

っ
て
も
大
/
-一一
、

富
時
の
一一M
將
に

は
幸
内

、
小
池
の
關
將
で
さ

へ
も

一一一一一一を
整
つ
た

も
の
だ

。

仕
事
の
忙
し
い

時
は
十

七

、
八
人
の
場
員
が
居
つ
た
，

出
動
f

る

'
観
を
合
は
せ
る
'
而
し
て
お
互
が

「お
-
平

う
御
座
い
ま
す

」

英
の
元
氣
な

、
整
高
ら
か
な
'
期
か
な
言
葉
は
今
尚
ほ
意
る
-

事

は
出
來
な
い

。
英
れ
は
朝
か
ら
晩
ま
で

、・一一一一一か
ら
冬
ま
で

一
年
中

明
期
に
元
，，環

よ
く

、
面
自
く
働
く

一，
つ
の
合
調
と
も
な
っ
た

。

能

一と
一
前
に
居
て
異
れ
た
伊
藤

、
:一一 :

，一-
'
小
池

、
山
田

、橋
本

横
平
の
請
氏
は
今
で
も
-ll-
別
で
相
一一M-一一ら
」ァ
'兀

氣
か
な
ァ

。
要
始
も

の
の
智
場
は
ど
ぅ
し
て

-b
る
か
な
ァ

。
あ
れ
も
～:
れ
も
管
思

一ぃ
出

の
極
で
あ
るo

，

- 4l -



私
も
今
は
北
海
通
を
は
な
れ
仕
事
も
水
産
的
で
も
な
い
事
を
し

て

一0
る
が

、

場
へ
實
一一一一- :一に
行
た
し
、
一-一一別
へ
も
行
た
-一一一が
あ
る
し

、
ま
た
一一一水

表
一
に

は
青
合
に

き
か
せ
に
來
て

く
れ
た

。
非
常
に

細
い
一一M一一一で
あ
つ

た
が
一S
ま
わ
し
は
非
常
に

上
手
で
あ
っ
た

。

f
'一一一一に
も
ま
し
て
印
象
の
深
い
の
は
一一一別
へ
行
た
時
の

一計一で
、

そ
れ
は
大
一正
四
年
の
-・L-l-1
で

、
十
四
日
に

田
選
の
一一～ :i一で
釧
路
一一r一
出

か
け
塘
路
の
-lt-
に
と
ま
り

、・ :y
，

方
一mn

路
湖
で
プ
ラ

ン

ク
ト
ン

を
採

集
-
た

。
M
-s一
目
も
-ll-
で
出
發
jl-
中
い
ら
い
一用
に

進
つ
て

タ
方
・

一． 1

）
し

よ
-a
れ
に

な
っ
て
機
茶
の
a
i

M
-

，川

一'--一m一に
つ
い
た
o

:

=

の
ma
=
も
ま
た
=-f
で
出
か
け
た
の
で
あ
る
が

、
'

こ
れ
か
ら

1ll

あ
る

き
が

一一一一一き
だ
つ
た

の
で

方
・一r
の
館
館
解
化
場
を
し
ら

べ
一一一 :～一…一一

が
ぁ
る

。
:

，
:一一一の
せ
い

か
今
で
も
-ll-

因
報
総
な
ど
に
能
'一螂
に

開
し
た

論
文
で
も
出
て
属
る
と

特
別
の
注
意
と
興
味
と
を
も
っ
て
一
成

ん
で

ゐ
る
-

私
が
千
一成
へ
よ
く
行
た
の
は
大
正
の
始
め
の
一m一で
あ
る
か
ら

、

大
分
古
い
話
で
あ
る
が
今
:
-
:

記
を
出
し
て
常
時
を
一M一一一古
し
て
見
る

と
大
正
三
年
に

は
十
二

:

月

二
十
日
か
ら
二
十
五
日
・o
-

で
千
蔵
に

一e

適
に
な
り

熊
も
出
る
か
も
知
れ
一9
と
一'・一，、一の
で
一一 :

m
で
か
，，一て
一M

^
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る
い

た
と
、一一の
で
ul--
ど
く
笑
た
人
も
あ
る
が

一一・一．-
際
は
実
'- :
-
W一:・
で

た
が
、
共
の
明
新
保
の
・一一一料は
三
食
で
五
十
錢
で
あ
っ
た

。

場
の
方
に
は
第
地
さ
ん
が
來
て

居
ら
れ
、

ん
が
元

一一一 :

で
波
多
野
さ
ん
も
居
ら
れ
た

。
解
化
場
の
方
は
藤
井
さ

同
氏
は
追
分
が
----
ま
く

は
な
く
=
'一の
晩
と
ま
っ
た
解
化
場
の
一一一一一手
に

熊
か
出
て

外
に
っ
な

い
で
あ
つ
た

一 :

-

:一の
一一一一や :" ::一一一の
他
の
u一一一も
や

ら
れ

、
中
に

一
明
例
に

き
づ
を
ま
い
た
順一一一が
一0
つ
て

．
-一一--の
一n一一一一一
a
眞
は
今
で
も
手
も
と
に
あ
り

い
っ
も
一:-一一--、の
時
の
事
を
思
-
出
す
J

解
化
場
に
は
二
十

二
日
ま
で
滞
在
し
て

大
變
内
海
;---
ん
に
御
世

話
に
な
っ
た

。
十

八
日
に
は
内
海
さ
ん
に
樂
内
し
て
頂
い
て

二
M一一

三
-・

「と
か
あ
る
通
」一一』ま
た
馬
で
---
ら
せ

、ァ
イ
x
ば
か
り
働
い

て
一eb
る
操
卵
場
に
つ
い
た

。:
英
の
夜
は
探
卵
場
に
と
ま
-

）、m
-

-一日

は
藤
田
先
生
に
命
ぜ
ら
れ
た
確
節
せ
っ
ば
り
な
ど

‘
o
交
配
受
精
を

行
つ
て

ま
た
解
化
場
の
方
へ
も
ど
っ
た

。=:一ハ
の
:

-
-
-

・
:

一一一は
了
度
標
茶

か
ら
創
路
支
確
の
森
田
さ
ん
と
一一一ふ人
や

、
:=一、の他
に

中
野
さ
ん

だ
の
'
中
村
さ
ん
だ
の
と
云
ふ
人
と
い
つ
し
よ
に

内
海
さ
ん
に

案

内
し
て
頂
い
て
馬
で
一一a一-l［別
一一-aに
登
つ
た

。
山
'頂
に
は
ガ
ン

コ

ウ
ラ

ン

の

一買
が
み
の
つ
て

居
り
'
は
る
か
に
靡
開
湖
が
鏡
の
様
に

静
か

に
見
え
た

。
一
行
の
-lf
常
持
ち
に

補
松
と
一一一 i一
ふ
ァ
イ
ス

が

一
人
居

つ
て
い
ろ

く
世
語
」一一一J
し
て
異
れ
た
の
で
あ
つ
た
が

、
之
等
の
人

々

は
い

ま
ど
ぅ
し
て

居
ら
れ
る
で
あ
ら
う
か

。

一・一-
，一一一一一一に
し
て
も
一-一1l--別
に
し
て
も

共
の
後
大
舞
使
利
に

な
り
よ
く

な
っ
た
と
一一一一・一一一一事
は
き
く
が

，
自
分
は
:
-
-
-

」一、の
後
の
解
化
場
の
様
子

は
全
く
知
ら
r・=，
千
裁
の
印
象
と
し
て
は
新
保
の
一一ne
ゃ

-
ゃ

一藤
井

さ
ん

、
ま
た
一--
一9［
別
の
印
象
と
し
て

は
内
海
さ
ん

、
そ
れ
か
ら
一照
の

出
た
夜
0

華
な
ど
が

う

す
ら
-

、記
撞
の
中
に

一3-一
つ
て
-b
る
0
み
で

あ
る
o

虹
別
の
想
出
を
語
る

例
路
市
・

一解一
蛾

久
氏
識

私

一一一一一一一別
解
化
場
に
御

厄
介
に
な
っ
た
の
は
明
治

二
十

六
年
で
十
八
競
の
:一一一一一

年

、
/-一

時
で
し
た
J

解
化
場

入
り
し
た
動
機
と
一一一一'
ふ
の

は
:

=
-一、一的
一国
後
の
--f
村
漁
業

- 43--

組
合
が

一一一後
に

解
化
場
を
造
る
計
需
一
が
あ
っ
て
'

私
の
賀
兄
が
同

組
合
の
役
:
:

:

一一を
し
て
e
た
開
係
上
一一一一一別
へ
解
化

一…一一一----
の
:

-一一～的
:

・

、）に

行
つ
て

來
い
と

，一一ぜられ
て
行
つ
た
の
で
す
が

、
常
時
一- l
一

別
は
八

百

一mf
粒
の
操
卵
一
数
で

、
千
歳
を
除
い
て
は
全
通
一
と
一一一ふの
で
大

し
て
●

n
:一一一一一一か
荒
か
つ
た
も
の
で
す

。
其
の
時
解
化
場
に

居
ら
れ
た

一一一M
:

-

延
吉
氏
、
-
-一人
と

一0、ら
れ
た
鈴
木
機
太
郎
氏
等
に
一一ら
指
導

を
ぅ
け
た
も
の
で
す
o



私
は
シ

ワ
ン

プ
ト
の
採
-llP
場
に
や

ら
れ
た
の
で
す
が

、
営
時
の

探
卵
場
は
名
ば
か
り
で

、
誠
に

組
来
な
パ
ラ
ッ
ク

建
で
一一a・一一 :一一'の
疑

根
が
川
の
方
へ
差
科
け
て
あ
っ
て
そ
こ
で
十
二

:

月

三
十

一
日
迄
採

那
を
致
し
ま
し
た

。

探
那
方
法
は
現
在
行
は
れ
て
一e
る
方
法
と
速
0

、
搾
取
方
法
で

し
た

。
連
れ
て

行
つ
た
探

」
-f-
人
央
は
ァ
イ
ヌ

人
で
探
卵
し
た
卵
は

だ
と
一一一って
大
い
に
恐
れ
た
も
の
で
す

。
私
も
六
十
有

^
0
-一年
の
生

深
中
會
つ
た
最
大
の
地
一
震
で
し
た
の
で
英
の
印
象
は
今
で
も
ハ

ッ

キ
リ
一-

o
～

て
:

-ib
ま
す

。

ァ
イ
ヌ

と
云
へ
ば

私
が

一-一別
に

居
つ
た
時
は
私
が
行
く
迄
は
あ

の
附
近
の
ア
イ
ヌ
人
は
一者
い
十
八
九
の
シ
ヤ

モ
モ

な
ぞ
は
見
た
事

な
，
-
-

一は
無
い
ら
し
く

，一性n
私
を
珍
ら
し
が
つ
て
見
物
に

來
る
の

一

ul

一
-l［
別
の
本
場
へ
駄
送
し
た
も
の
で

、

便
で
非
常
な
困
難
を
伴
〇

ま
し
た

。
と
て
も
御
話
に

な
ら
a
程
不

で
弱
り
ま
し
た

。
シ
ヤ

モ

と
云
へ
ば
大
抵
中
年
者
の
物
藤
い
連
中

が
相
営
彼
等
を
:一順
特
し
た
ら
し
く

鬼
の
様
に

思
つ
て

ゐ
た
の
で
優

現
在
の
虹
別
解
化
場
の
事
を
承
は
り
ま
し
た
が

、:
管
の
そ
れ
と

は
誠
に
隔
世
の
感
が
有
る
程
立
派
だ
想
で
す
が
'
営
時
探
卵
場
の

し
い
紅
一
期
可
簡
の
美
少

年

、

が
何
し
ろ
精
，い
の
で
か
ら
'
い
や
英
程
の
事
は
な
か
つ
た
の
で
す

物
珍
ら
し
か
つ
た
に

速
〇
有
1l

'ま
せ

一 一 ,ll4 -

・

震
室
な
ぞ
は
一一一 ::-
-
-一
に
六
尺
ば
か
り

、一即
ち
半
坪
位
の
應
で
雨
が
降

る
と
雨
m
-

・:
-

，

が
す
一0
の
で
合
物
と
毛
布
を
冠
つ
て
接
ま
し
た
が
兩

ん
0ァ

イ
ヌ

を
使
ふ
の
に

は
仲
一一一一
管
が
折
れ
ま
し
た

。
新
-li:
取
り
に

側
に
ァ
イ
ス

人
が
・一設て
居
り

致
し
ま
し
た
o

そ
れ
が
一一一一列
に

具
く
て
全
く
開
ロ

や
る
と
二
u :

分
も

一
日
分
も

一
度
に
と
っ
て

一央
れ
ば
一一H一い
の
で
す

が

ど
ぅ
し
て
も

一
日
分
し
か
と
つ
て
來
一一一一・一
、--ー
ツ
サ

と
節
つ
て

丁
度
=一一一年
あ
の
地
方
に
地
割
れ
が
出
來
る
様
な
大
地

一度が
あ
っ

て

、
そ
の
年
に
東
京
で
開
催
さ
れ
る
内
國
博
-
i一一一一一一だ
つ
た
と
E一心一一一

ま
す
が
そ
の
博
電
會
に
出
品
す
る
爲
に
作
つ
て
あ
つ
た
標
本
が
一
管

一（
わ
れ
て
了
一 :-一一
ま
し
た

。
ァ
イ
ス
な
ぞ
も
生
れ
て
始
め
て
の
地
整

く
る
の
で
す

。
そ
れ
に
能

流
り
に
出
掛
け
る
と
伸
々
歸
つ
て
來
な

い
の
で
仕
事
に
支
障
が
起
・一一一一一て
因
り
ま
し
た
'

そ
の

一出時
は
一一p--
'-一一一〈一通
の
便
が
悪
く
郵
便
物
等
は
十
二
月
か
ら
-=

年
の
四
月
迄
は
來
ま
せ
ん

。
虹
別
へ
行
く
に

は
標
茶
か
ら
・一一?き
標

茶
へ
◆-
っ
た
も
の
で
す
o

〈

0

、
'

り
に

選
部
で
し
た
か
ら
音
の
島
流
し
と
は
こ
ん
な
も
の
か
と

考
へ
ま
し
た
-

そ
れ
で
私
は
自
分
の
前
途
に

對
し
て
魚
の
産
婆
役

と
し
て
自
分
の

一
生
を
経
る
ぺ
一一一一-l-か
翻
々

機
み
ま
し
た
が

、
ど
う

し
て
も
目
分
の

性
格
と
合
一一一一一し
な
ぃ
の
で
す

。
何
し
ろ
少

年
時
代

の
・一一一一一組
一一建
，）い
時
に
は

地
味
な
仕
事
に

は
興
味
は
持
て
ま
せ
ん
で

し
た

。
然
し
此
の
立
派
な
天
職
を
放
・a
…一一一す
る
か
ら
に

は
一
密
發
せ

a
ば
な
ら
ん
と
一想
一一一 :一ま
し
た

。
そ
れ
一一 :J
-
一一一年
一一ち二
十
七
年
の
---

月
に

や
め
ま
し
て

国
後
へ
行
き
一一M一化
場
の
選
定
に

行
き
ま
し
て

、

大
体
此
産
な
ら
と

:

-i Li

・ :一一一一一を
見
つ
け
ま
し
た
が

、
解
化
場
創

立
の

資
現

は
し
ま
せ
ん
で
し
た
o

私
も
今
一H:
ど
ぅ
に

か
人
様
の
前
は

一
人
前
の
人
間
と
し
て
出
れ

る
様
に
な
り
ま
し
た
が

自
分
の
生
一-llE
中
あ
の
-
の
中
で
た
と
へ
一

a・一一で
も
一一一一一一族
の

一一一一一一m・
保

一n一の
爲
に

努
力
し
た
と
思
へ
ば
水

一一一一一人
と

し
て
の
私
に

と
つ
て
は
非
常
に
誇
ら
し
い

思
一ひ
出
で
す

。
又
人
工

解
化
事
一業
に

從
事
し
て
生
物
界
の
微
妙
な
る
因
果

律
を
知
り

、
私

の
人
生
翻
の

一
端
に

そ
の
影
響
を
多
大
に

享
け
て
居
る
事
は
否
定

す
る
事
は
出
來
ま
せ
ん

。
あ
の
時
の
一
，」と
は
全
く
生
一a
i一忘
れ
ら
れ

な
い
感
一a
-
一r一-一し
て

i0
ま
f
'

世
間
で
は
往
・一一に
し
て
孵
化
事
業
の

無
用
論
等
と
一一一ふ器
論
を

吐一く
方
も
有
-l・ま
す

が
'
私
は
経
對
反

對
で
す

。
能
-llf
族
の
漁
推

高
は
年
-

多
少
の
減
少
は
し
て
居
り
ま
せ
う
が

、
今
日

的
告
人
の

食
購
に
供
せ
ら
れ
外
e

:一一一m一一一一，- :-一の役
割
を
果
し
'
水
・一一一一一一
物
の
王
座
を

守
つ
て
-b
ら
れ
る
の
は
解
化
事
業
の
4一一一一一一一一一で
す

。
此
一既
私
は
飛
出

し
ま
し
た
が

、
あ
の
山
田
佛
地
に
:一-'一一一='な
る
勞
働
條
件

、
交
通
の

不
使
と
一一一ふ
障
雅
-

と
闘
一一一一な
が
ら

一一一:一源
維
持
に

一一 :-一力
せ
ら
れ
て
一eb

る
解
化
事
業
、

人
に

對
し
て
は
多
大
の
做
意
を

一那
ふ
て

---
し
ま
な
い

も
の
で
すo

．

後
年
私
が
沿
海
州
に

一一一一り
、
ロ

シ
ヤ

の
・一n
-

'
族
器
殖
保
護
一一一M一設
を

日
の
営
り
見
ま
し
た
が

、一・ :-
．， 」'一の
施
行
方
針
の
徹
・一一一一一振
り
に
は
大
い

に
考
へ
さ

せ
ら
れ
る
所
が
有
り
ま
し
た
o

從
來
よ
り
an
が
国
の一一m一:
素
は
掠
一一一一 lm一一一n一に
一一一:・念し
、
審
烟
保
認

の
方
を
等
開
一m
し
た
事
は
事
責
で
す
が

、
そ
一一J
で
私
が
今
開
係
し

て
-b
る
機
船
・一一一・一--
-

一
細
の
開
題
で
す
が

、
之
は

:

M

，様
は
掠
奪
漁
業
の

王
者
で
あ
る
機
船
'

一一一一・m一細
の
統
一一一では
な
い
か
云
ふ
事
が

予
一'-一し

て
一e
る
と
世
間
か
ら
御
非
難
を
う
け
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が

'
機
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船

一一一一一・一一一一細
と

:

一

=
も
の
は
大
体
一自
一一一一一'以
上
の
深
海
で

操
業
す
る
の

で
魚
族
の
器
一一一一保
護
上
の

一一一一押
か
ら
考
へ
ら
れ
ば

率
ろ
一一一9-
:
-
:

一m
装

こ
そ
影
響
す

一（一出一一， :一一一大
だ
と
考
へ
ま
す
o

-一:
々

の
通
動
し
て

e
る
機
船

一一一一一・一一一一細
の

一M一一一止
一 ::一對
論
は
唯

:

-一使
ら

に
利
已
的
な
利

登
-l-
求
か
ら
出
發
し
た
も
の
で
は
な
ぃ
の
で
す

。

一:… ::
4

と
て

も
-lh

族
の
排
取
保
護
の
必
要
性
は
人
並
に

考
へ
て
ゐ
る

の
で
す

か
ら

．

一一:一，の
點
…

一一l
開
が
．-
9
、解
し
な
い

一一一一にし
て
一川
き
た
ぃ

た
い

と
一一一sつ
て

e
ま
す

。

大
体
以

上
の
様
な
一一一-
-

'一何
分
に

も
四
十
年
前
の
事
で

、
而
も
短

期
田
し
か
居
ら
な
か
っ
た
の
で

一． 一-:-
材

一一 :一一一一一一い
の
で
す
が

、一一 :

德
一
り
に

一M一ん
で
．一一一一別M一一一化
場
に

御
-ll-
介
に
な
っ
一
--1
と
し
て
入

，後
一一一々
同

場
の
進
:
M一一・r-
， i la
一
心
よ
り

一一M一つ
て

止
ま
・一・6
い
も
一一です
。

（文
一一 ::--
在
記
者

）

記
者
誌

姚
'
職
久
は

本

一…一-lf・一一、
應
;界
の

功
基-

，一一 :で
一一一 :-一は
常
に

水
一一一一一・-f-
に
:
l

:

リ

け

る
新
事
業
S

海
に

章
新
的
な
先
'

期

者
と
し
て
者
名
で
あ

”理
機
船

一．・，、更

親
船

理
水
流
組
合
長
S

一理
'

-ll-
に

有
る
方
で
あ
る

。

と
思
つ
て
一一一ます
。

析
角
解
化
場
で

一一 :

:

一一一-）
て
放
流
し
た
確

，
lh
一・，・・
，-

細

f
権
式
に

--l-

-
・
．

．

一一一一一一し
て

一一・一一一一一一な
現
在

f
hM

業
者
0

自
提
さ
に

は
大
い
に
一一一一一行
の

必
要

- 4‘i -

あ
り

一一一一す
が
、
:

加
・

，大
此
0・
弊
を
改
め
さ
す
に

は
-

、一一一一一で
せ
う

か
ら

虹
別
解
化
場
の
，
-一::
を
語
る

一
つ
費
協
合
f
）た
り
で

l
-

，

，
-一一一一・一-l
に

教
化
-「一一，一一一一一一一一

〇

ま
す

。

ン

ーン

一
し
な
け

れ
ば
-

一一一切
な
方
法
''f
無
い
と
m
-一

:一一、室
町

八

木

安
太
一一一一-… :

-一
談

そ
れ
か
ら
最
近
河
川
に
…

通
一

上
し
て
來
る
a一の
a
'

体
が
:

管
よ
・ :

:
-

，

少

さ
い
様
に

組
は
れ
ま
す

が

之
は
探
卵
す

る
の
に
音
と
邀
〇

開
腹
方

法
の一
爲

一M是
ら
・
ず

と
一一一つた
様
な
開
係
か
ら
で
は
な
い
か
と
恩
つ

て
b
ま
す
が

、

度
・一一一側〇
し

虹
'

"別
創

一立
以
來
在

十

年
に

な
る
と
聞
か
さ
れ

、
年
月
0
-r
い
の

に
は
驚
ろ
か
さ
れ
ま
し
た
'
私
も
明
一mlf-
二
十
一'-
．一一一'の
!l!［
別
聯
化
場

創
立
時
代
か
ら
知
つ
て
一〇
ま
す

， l'-一
、
記
録
も
日
記
も
私
の
手
許
に

な
ぃ
の
．

で
，可
等
'・
J

二
'一、一:-
一=
い

一-li
も
有
り
ま
せ
ん
が

、一n一一…別解

化
場
の
一要
定
し
た
時
は
亡

く
な
ら
れ
た
操
室
の
柳
田

i
'-
'

氏
と
藤
野
の

ど
な
た
か

と
私
と
三
人
で
馬
で
見
に

l-;0
き
ま
し
た
'
途
中

．
一一一ヮ

ン

プ
ト
の
土
人
の
家
に
泊

そ
れ
で
增
国
が
差
げ
た
0
で
役
所
で
は
魚
の
處
分
に
因
つ
て
ル

イ

べ
に

し
て
合
庫
に

統
み

-l--
入
札
し
た
常
果

、
一
尾
一-:一座
で
，-一一一一一一一

し
た
方
が
あ
り
ま
し
た

。
そ
の
方
は
交
一
述
の一
使
が
一M一一-i-い
の
で
'・一一:一
ま

つ
て
熊
が
出
る
の
で

一一一る
恐
る
行
つ
た
も
の
で
す
o

で
搬
出
を
止
め
て
一一 :

一一 :りま
し
た
度
速
に
い

一・J
出
す

と

一一ふ
時
に

は

全
部
腐
つ

一・一・一・，、一一-i-をし
た
相
で
す

。

私
共
に

と
っ
て

は

」
1l;
の
話
は
一
つ
の

笑
話
と
な
っ
て
ゐ
ま
す

が

標
茶
か
ら
創
一一一一:一一一S，
山
通
の
物
法一い :一一一一一一一さに
は
あ
一一'ー
ィ

一，-一一一・一一一一◆

そ
れ
か
ら

-造
か
明
治
四
．l

年
で
し
た
か
私
の
店
の
代
理
で
亡

l
た
が

、

く
な
っ
た
增
川
-～f
三
M
氏
が
自
分
の
名
一一一一一一一一 :J
-
-
一一一の
入
札
に

行
き

'

防
止
す
る
一一一一一一11f
a
=
の
様
な
1山
・一一一一を
操
'

ん
だ
和
で

之
で
は
と
て
も
た

一
尾
八
錢
で

一，-一一 ::札
し
た

一一です
が

、
可
分
に
も
更
利
が
…一一く
一一一一一一送

l-
/

-l

．

．

．
ll

ま
ら
な
い
一一一・一'一で
す

。
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ff
金
が
高
い
の
で
間
に

合
は
一」-，、
途
に

排
下
げ
保
講
・一一 :-一
と
し
て

役

き
く
一様
に

な
っ
て
ホ
ッ
ト

L
た
の
で
す

。

私
-

:

-

o
-
'

別
附
化
場
へ
行
つ
た
の

は
明
-

E
三
-
・一一一一一・
、
と
M一
和

一

J
I
L

年

悟
し
て

逃
げ
て
了
一一 :-一ま
し
た

。
决

J
f

私
は
一-l-
一日
回
丸
-n
し
ま
し
た

と
二
同
で
二
度
=
に

行
つ
た
時
は
除
り

一」--一派
に

な
っ
た
の
で
一一一一:一き

が
ど
う
も
ぁ
の
時
の
交
jll-
-

・・一一一・
使
さ

は
ど
う
に
も
な
ら
た
か
つ
た
も

ま
し
た

。
之
は

一一一和七
、
ハ
年
に
組
合
の
財
政
が
'=

:l一か
っ
た
の
で

の
で

、
一1- l
一

別
か
ら
一釧
一
路
一・進
験
送
し
た
の
で
す
が

、

m
一ー-

一一一一）
切
つ
て

金
を
か
け
た
の
で
す
か
ら
立
一紙
な

---
で
す

。

載
め
た
前

一十
八
個
統
む
と
精
々

で
し
た
か
ら
ど
う
に
も
な
り
ま
せ

の
-l=
'

別
は
少
し
．一一一一般
し
た
相
で
す
が

ん
0

時
間
を
無
組
し
て

か
・
'る
通
搬
で
す
か
ら
魚
の
入
札
は
と
て

す
0

も
六
ヶ
し
い
も
の
だ
つ
た
の
で
す

。

ど
う

か
今
後
も

．
先

々

虹
別
解
化
場
の
成
紙
を
舉
げ
て

行
く
一一一一一一一に



解
化
場
開
係
着
御

一
同
に
期
特
し
て

居
り

ま
す

。

知
一一一一の組
合
に

）一い
一・一
は
組
々

と
語
も
有
り
ま
す
が

之
も
昭
和

七

、
八
年
に
:

-

:一」
:
全
一確
で
し
た
が

風
一一ma
'

能

-f-
の
無
張
の
爲
に

無
理

し
て

一一一…金
を
し
た
の
で
段
・一一普
し
く
な
っ
て
居
り
ま
し
た

。

組
合
も
今
:

後
虹
別
解
化
場
の
爲
に

出
來
る
だ
け
御
率
公
致
す
考

へ
で
す

。
折
一i--f
私
の
様
な
も
の
に
音
話
を
御

聞
き
に
な
ら
れ
る
け

虹
別
支
場
創
立
五
十
週
年
に
當

り
船
館
養
殖
一

功
勞
者
故
小
池
先

生
を
追
慕
，し
て

-ll-
-

-

能
算
集
成
本
産
組
合
書
配
長

守

谷

金

次

郎

れ
ど
一除
り
一新
材
も
無
く
失
一1lla
致
し
ま
し
た
。

（
文
資
在
-19
者

）

私
の
:
J
J

・a
．一一一一一と
し
て

忘
れ

一一一一一い
印

象
は
何
ん
と
し
て
も
前
本
組
合
長

、

故
小
池
先

生
の
体
で
あ
る

。
私
が
自

面
の
一一一円一-時
代
か
ら
御
逆
去
迄
實
に

二
十
七
年
開
，
識
見
一和一負
共
に
水
産

界
の
第

一
人
者
で
あ
る
先
生
が
私
速
に

發
・一一一 :--一一一力と
人
生
:

i

J

「路
の

要
識
と
を
一一m
さ

れ
た
一一:i一は
私
の

一
生
を
通
じ
て
の
感
謝
で
あ
る
と

思
ふ
、）

:一一も本
年
は
光
郷
あ
る
記
元
二
千
六
百
年
に

會
し
、
記
念
事
業

と
し
て

北
海
適

:

l一蘇
a一化
場
虹
別
支
場
創
立
五
十
周
年
記
念
號
を

發
fl-
す
る
と
聞
い
て

、
同
場
と
最
も
開
係
深
か
っ
た
故
小
池
先
生

の
在
り
し
偉
業
の
一
端
で
あ
る
館
n
養
一用
事
業
に

益
さ
れ
た

足
跡

と
一
要
一選
と
を
回
一刷
し
て

'
先
生
の
佛
を

，-一一一一一'す一
る
こ
と
も
:

従
一關
で

は
な
か
ら
ぅ
か
とmS

ふ
-

難一館
漁
業
に

付
て
は
私
が
喋
々

す
る
迄
も
な
く

、
本
:

通
水

一一一一一 :物

中
一
車

要
の
役
割
を
・一・一
．）一、其
の
加
工
品
た
る
冷一一一一、械
識

、
-M一製

聽
識
品
等
海
外
に

一一一一m一要を
高
め

使
格
も
向
上
の

一
途
を
一
迎
一
・o
'
，

、

又
漁
游
の
方
法
も
一a-
'

多
の
一一一一一一一化
進

一一ル一．
を
見
た
が
一一一一一'
面
に
j
-
:一結
獲
酪

粒

、一館
一五
千
一一選
0
計
雜
を
進
め
て
益
々
人
=

解
化
場
の
S
烟

一・一一に

努
め
た
の
で
あ
り
ま
す
o

然
る
に
日
高

、
十
勝

、
創
一一一f
及
大
平
～・一一 :- :
画
の
操
空
に
明
治
の
:-一一一

期
か
ら
館
釣
一一業
漸
次

:

r
．

:一一 :

度
を
加
へ
て

不
知
時
の
-fa:
一一一一一も
::一ハー-延

じ

，
-

:

來
:

i
-

:

礎
の
一
湖
上
床
那
を
見
た
河
川
も
T

一一ル座一の械
に

連
し
た
度

妙
な
か
ら
・
ず

、
因
つ
て
本
組
合
の
前
身

、
根
ff
水

一一?
組
合
で
は
自

衛
手
一一．一一 :一
と
し
て
一明
治
二
-

-

-

一年
に

始
め
て

西
別
川
に
一m
i

一

人
一J
'

聯
化

場
を
設
置
し

、一一一一一1m一業
の
增
殖
を
保
持
す
る
に

一一一め次
で
一一一一一二
十

-
，

7
・

四
．一一一一一一・に
は
標
一一m:
川
に

、
一
'

1
一五
年
に
は
離
日
川
'
・一一一期川
J
茶

仁
川
に

設
置
し
明
治
四

-
-

-

．
-
-一一一'故
小
池
先
生
が
組
合
長
の
就
作
と

同
時
に
改
め
て
館
の
人
工
解
化
も
並
行
し
績
い
て
常
幌
川

'
本一一 :一
別

細
よ
り

流
細
を
用
ふ
る
も
の
出
で
-fa
-一一一一 :一同
も
年
々
增
加
し

、
近
時

は
数
一M一石
以
上
．，
-

;

一
算
し

、
送
に

一一一…一一 :

-一
の

:

-
-

i

l
i

-一那
漁
一一'一一一一一nに
大
い
な
る

打
撃
をn M

、
ふ
る
に
一--u
つ
た

。
從
つ
て
各
河
川
に
測
上
す
る
能
館
---

漸
減
し
解J
化
場
總
替
の

一
大
財
源
で
あ
る
組
s一抽
獲
数
-
一
減
じ
通

内
の
各
購
化
場
は

大
正
1
三
年
以
降
一一=
，に
經
一一一'一一一を一一一一る
に
一到
u

遂
に

大
刷
新
準
正
の・
時
期
に

常
面
し
た
の
で

あ
り
・一一一・一・す
。
的
本
離

一M
-

一一一'--一 :-一一一一一一一S
賀
態
は
:

-

m:
取
の
漁
獲
高
に
比
例
し
て
:

地
年
減
少
一一

度
を
加
ふ
る
・…

'・
に
， r

'・一一
れ
ざ
る
那
實
で
あ
る
と
同
時
に

、
北
子
島

の
流
細

、
．
・一～一一一一一一一一・，一一の
，-心
一微
な
る
勃
興
を
見
る

に

一f一つ
て
一一………一一 i:

漁
業
は
一
一用
の

一一一n
一一一一を一一'-一一
け
た
る
は

、
中
進
も
な
い

の
で
あ
り
ま
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す
0

川

、一一一一・ :一別
川

風
建
川

、
営
賀
川
に
も
1llf
'一
館
人
工
解
一化
場
設
置
を

断
行
し

、
漸
次
英
効
果
を
商
ら
し
來
ll

）
・

漁
確
:

一画

も
解
加
の
資
一細
を

舉
げ
国
師
魚
の
確
賀
性
を
認
::

の
得
た
の
で

大
正
L:
年
に

は
能

一一一一



あ
る
は
明
自
で
あ
つ
て

、
此
の
難
か
ら
観
て
も
姓
ae
增
殖
事
業
は

横
極
的
強
張
を
要
す
る
と
の
着
限
の
下
に

、
故
小
池
組
長
は
解
化

場
の
新
設
・

-9
一張

、
移
轉
等
-
深
き
場
所
に

探
險
せ
ら
a
て

一沢
ぐ
ま

し
い
迄
の
一調
在

研
究
を
成
:l一◆a
、
起
一一一一一八
萬
国
を
新
た
に

起
L
．S
設

解
化
場
を
搬
一 :--一一-す
る
の
外
大
正
九
年
度
よ
り
向
ふ
五
ヶ
年
に

新
設

す

べ
き
解
化
場
と
西
別
9
醫
解
化
場
と
を
合
し

、 :
離

年
:一一一流一一一一一fi-- i

一
-E
尾
以

上
の
一
理
組
を
一一一--
々

-tlf
現
せ
し
め
て

今
=
額
著
な
る
漁
一一一設

の
成

:

試
を
見
ま
し
た
事
は
常
人
の
到
・一一一一一'一一 :一し--
べ
き
事
で
は
な
く

:

，
-
-一の
優
れ
た
る
功
然
力

は

唯
今
:

-
-
-

:
-
・

一一-一に
よ
つ
て
表
現
す

る
事
の
出
来

な
ぃ
:一一一で
あ
り
ま
す
、

虹

別

回

顧一m
茶
村

木

ド

一一一能一
三

f
ハ
一自
年
に

際
合
し

一一一、
．も
!ll1

別
支
場
開
設
一一一:-
-
用

一一一-に
常
つ
て

，-?
心
よ
・一' ::-
，

記
念
成
一m
す

べ
き
で

あ
る
こ
と
は
勿
論

、
今
後
益
・一一一一一一一一業
の
進
展
を
期
し
'

附
化
報
一
関

の

一一一一を・一 :M
し
一一一 l

i

一
第

一m-
一
業
・一一一一'観
の
操
本
確
定
に
:

E一一一一-一せ
ら
れ
ん
・…一一一こ
そ

地
下
に

限
れ
る
小
池
先
生
の
切
な
る
念
-l9
で
あ
ら
ぅ
と
u
:

」
ふ

。

聊
か
先
生
を
・一一m一1一一一一し
以

上
を
連
．a
て
一一一一一期一に
代
る
次
第
で
あ
り

ま
す
J

私
は
明
治

:

二

十
年
-'

一
月
一一
日

本
村
に

一一一:一一:と
:
:

-
-
-
-l-
に

救
商
，----
'

iM
送
業
に

從
事
致
し

、
明
:一一三十
一一
年
よ
り
昭
和
八
年
迄
一一 :

l
f-

一除年
間
西
別
川
-
-
の
能
の
通
送
を
爲
し

、
又
西
別
解
化
場
'
ポ

ン

べ
ツ

解
化
場
、
採
那
場
々

n
の
米
暗
=
'一他
必
器
:
…

'
購
化
場
'
採

那
場
に

建
集
材
料
一a
、の
一一一一一機
を
繼
被
数
-

:一一り :
:

-
::

ー

ハ一一，又
採
那
場
よ

り
購
化
場
進
の
那
子
一速
搬
用
一一一一一一一M
の

供
給
・
一一 :一一一-
'-
:

， 」り
ま
し
た
-

:一一一一一の
川
の
一一 j

-

一一jl '
描
一一，一は
操
室
・一?
1一一一組
合
の
總

一一一-
に

係
り

、
組
合
は

採
那
後
の
組
a一を
年
-

能
'- :一一に
附
し
挑-
下
を
致
し

、
桃
下
を
受
け

た
人
は
是
れ
を
照

一一一し
て

、
西
別
よ
り
據
茶
・一e
一一一一一一一一一一に
て
逝
搬
し

標
茶
よ
り
川
船
に
て
例
路
港
一一一～送
り

、
同
港
よ
り
一n
船
統
に

て
一前

森
他
方
面
へ
送
つ
て
居
り
ま
し
た

。

毎
年
十

二
月
末
よ
り
例
路
が
結
氷
す
る
爲

、
報
茶
よ
り
劃
路
港

進
駄
一馬
又
は
一一
義
に

て
運
搬
を
致
し
て
居
り
ま
し
た
が

、 l

m一
茶
、

50

aa
路
間
の
:
=

:

-

一一一一一一時
の
適
路
は
元
標

一一一一一一因
治
確
;

m
L

の
因
人
が

開
一
整
を
し

た
の
で

、
非
常
に
山
城
が
多
い
爲
1l---
la
で
は
連
搬
が
因
難
の
爲
已

む
を
得
ず
一f
と
し
て
i一一n-一 :一一にて
送
つ
て
一一一一一り
ま
し
た

。:
英
後
此
道

て

西
別
よ
り
キ

ン

マ

ン

タ
ヮ
迄
人
力
に

依
り

通
搬
を
致
し

，

ン

マ
ン

タ
ヮ
よ
り
標
ー

・一一一一一・g一
-la
搬
し
た
-lj-
も
あ
り
ま
す
o

同
キ

-a-
車
を
使
用
出
來
る
様
に

な
り

て

居
り
ま
し
た
が

、一一一々駄
-l--

〇
一
-u9
に

--f
を
付
け

て
西
別
よ
り

ま
し
た
の
で

'
・ :
-一一一期
間
は
站
路

、
速
矢
の

二
ヶ
所
に

、
中
繼
所
を

一

置
き
創
路
一
港
へ
送
つ
て

一一 :

l一一り
ま
し
た

。

'

歸
り
の
際

大
，-・
，降
り
の

一 :一一に
キ

ン

マ

ン
タ

ワ

迄
來
た
時
は
般

」
-ll

一
歩

も
前
進
出

一一一一一・一一r

一円
別
-li-
は
通
路
と
解
す

べ
き
も
の
な
く

、

し
て

、
そ
れ
に

っ
け

た
る

一mllf
物
一一一-l-に
験
'械
二
〇
一一一分は
道
の
傍
一一

ほ
ん
の一
經
路
の
み

で
あ
つ
た
・一一で
、
非
常
に

交
通
に
，一一一・
使
・一一一 ::---:
來
し

1

-
-

-
:

l
l l

'::
-一一一．一，に
'

「可

一一l

イ
ー-

:

-
::一、・一一一・'日
荷
物
:

， n
に
出一を見
に

行
く
っ
も
り
で

と
か
通
行
出
來
る
標
に
工
事
方
を
お
・

1ll9
ひ
致
し
た
る
も
'
--l-
性

一-i

ら
投
場
と
し
て
は
u:
需
時
土
木
費
の
般
算
が

一
錢
も

一‘'く
、
致
し

方
な
い
と
中
さ
れ
た
-一一'、
自
分
が
私
費
を
以
て
適
路
及
一船
梁
を
修

藉
す
る
事
数
回

、
そ
れ
が
一一一一'llSに
有
雄
く
も
時
の
長

一一一一 :-「西
久
保
一
開
下

し
た
'
-一一
，一一一'=
の
吹
fa
が

一
過
田
も
組
き

遂
に
--

一
を
見
る
事
も
出

一一一一

ず

'
和
く
八
目
目
に
・

^美十一，n
人
ば
か
り
連
れ
て
見
に

行
き
ま
し

た
産
一
二
〇
川
'

の・
一一'一一一一-
一
期
も
見
え
・
ず

、
如
何
し
た
か
と
方
々

一l-ね

て
漸
く
:-

・

ル
一
9
?・・一
愛
見
し
た
一:一で
、
之
を
一

部
を
割
つ
て
高
い

所
へ
-
m一

- 5

よ
り

、
昭
和
四
年
使
'

長

一 :

=

開
F
よ
り

、
昭
和
五

六

、
七
年
と
四

〇

上
げ
て
師
-り

ま
し
た

標・
日
一一・一． '-mW

一一一一--に
行
き
ま
し
た
が

、
あ
と

同
に
'

渉
り
感
謝
-一一一 :=一一一一に
一記
念
品
を
投
興
せ
ら
れ
ま
し
た

。
面
し
て

一
五
頭
の
馬
は
如
何
し
て
見
常
ら
ず

、:
:一一、使
に

し
て
置
き
ま
し
た

處if i

一一が
少
し
種
く
な
っ
て

か
ら
又
探
し
に

行
き
ま
し
た
所
が

、
英

ま
す

が

、一一一一'に
明
治
四
十

一
年
に
は
=

-一一常
な
る
・一

^
-
'

e・一一一で
西
別

標

の

五
一一一）馬
は
谷
力

深
い

所
に

:

-一一0
下
に
な
っ
て
一一一一 ::一死
亡
し
て

已
む
を
得
ず
手
一
種
を
以
つ

居
ま
し
た

:

=一一一、れ
か
ら
高
い
所
に

追
一ぃ
上
げ
て
置
い

た
馬
は

一a一一日
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三
名
の
み

、
此
れ
を
見
て
も
如
何
に

淋
し
か
つ
た
か
'，'
想
像
せ
ら

れ
ま
す

。
夫
れ
程
来
開
地
の
處
で
す
か
ら
自
-f
熊
や
一很
が
積
行
活

少

、
族
行
者
を
効
か
す
こ
と
は
茶
一取
事

、
私
も
二
回
程
熊
に

要
わ

れ
危
險
に

通
遇
し
た
～:
と
が
あ
-l・'
如
何
に
淋
し
か
っ
た
か
全
く

浮
世
-H
れ
た
奥
山
の
:

信

し
き
生
活
を
具
さ
に
一難

一め
ま
し
た
-

、

人
夫
を
-a
入
れ
が
又
容
易
の
業
に

あ
ら
」一一一，，
、
此
の
淋
し
き
危
險

の
-a
を
-n-
し
っ
一標
津
原
野
方
面
を
八
方
駈
理
る
こ
と
二
ツ

月
も

三
月
も
か
．
．

．・り
、
ど
う
や
ら
一頭
数
を
描
へ
ま
し
て
も
病
一一a-一
で
も
す

れ
ば
職
:
員

も
人
夫
の
代
用
品
と
し
て
働
か
な
け
れ
ば
な
ら
a
、
否

々

大
い
に

働
い
た
も
の
で
あ
り
ま
す

。

探
卵
に

は
西
別
支
場
よ
り
場
長
か
技
手
が
參

り
ま
す

。
時
の
場

長
内
海
重
左
衛
門
氏
と

技
手
の
密
藤
芳
可
氏
f一交
互
に
出
張
さ

れ

る
内
海
氏
は
會

津
出
身
一一一一一M l:- :
も
あ
り
ま
し
た
が

、
免
に

角
圭
角
の

と
れ
た
国
浦
な
る
常
識
の
所
存
者
で

、
常
に
奇
行
奇
議
に

一'-m;f
み

、

出
張
中
は
一一:ル
一a一に
徹
夜
は
常
例
で
し
た

。
解
藤
氏
に

つ
い
て

は
随

分
澤
山
の
一
遥

話
も
有
--'ま
す
が

、
後
日
の
物
一
語
と
し
て
省
略
致
し

ま
し
よ
う
o

五
、
六
月
の
一at
:

一勝
'

明
は
解
化
も
一
段
，一K:
が
っ
き

、
一
時
小
閑
を

得
ま
す

。
此
の
時
を
利
用
-
て
場
員
一
同
が
登
山
に

、
通
泉
に

、

湖
水
等
と
自
然
の
風
物
を
探
勝
し

一一一一・・・ニ一一りま
す

。
是
れ
が
始
ん

ど
年
中
行
事
の

一っ
に

数
へ
、
我
々

の
享
樂
時
代
で
し
た

。
此
の

時
は
大
凡
内
海
氏
が
率
領
に

な
る
の
が
例
で
し
た

。

又
r
ア
イ
一x一
」と
共
に

あ
の

一装
い

く
山
奧
に

同
雪
を
踏
ん
で

熊
一一一一 :に
行
つ
た
時
も
あ
り
ま
す

。熊
は
:

伸
:

・一一一
見
付
か
り
ま
せ
ん
が

時
に
は
大
熊
を
見
つ
け
一て
一
細
へ
た
時
の
一
愉

快
re---
は
何
と
も
言
一一 :

-一一現

す
言
一薬
も
あ
り
ま
せ
ん

。

狩
で
思
〇

出
の
深
〇

の
は
何
年
で
す
か
歳
は
」u一れま
し
た
が

、

何
で
も

一
月
の
一m一で
し
た
か
一…一一一一の
列

し
く
降
つ
た
一一一一一f日
'

、一一一，朝
計

根
別
聽
:

一選
よ
り
一 l一一別
に

師
る
一一一一一一中
、
常
幌
川
橋
附
近
に

か
4
つ
た

時
前
方
に

大
孤

一
匹
が
右

:

n
-一，-:一一一 :- :一徘
一個
へ
つ一
・・'一あ
る
を
發
見

、
雪

中
二
、
三
町
も
追
〇

ま
わ
し

送
に

抽
へ
た
る

．
時
の
喜
び
は
忘
一一〇
'，一

こ
と
が
出
來
ま
せ
ん

。
ll:ハ
の
度
は
記
念
と
し
て
今
指
保
存
し
て
有

l

）ます
。

一界
避
の
設
備
が
あ
り
ま
し
て
も
這
一一一の部
、
課

、
長
英
の
他
の

育
更
請
者
が
移
民
の
般
態
や

、
地
形
等
'

・一一一調
察
に

來
ら
る

'一'
時
の

宿
屋
は
必
・
f
奔
別
孵
化
場
に

定
め
ら
れ
た
も
の
で
す

。
送
迎
に

は

、
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営
地
唯

一
の
交
通
機
開
の
馬
を
以
て
致
し
ま
す
が

、
乘
馬
の
不
得

意
の
諸
君
の
時
は
臨
時
馬
車
を
仕
立
る
な
ど
一
隨
分
手
-一を
煩
し
ま

し
た

。
御
動
走
は
何
識
で
も
二
枚
の
布
團
に

二
'
三
人
づ
っ
の
継

i一一一一一般一M一一物
は
山
女
の
天
響
維
か
建
館
の

一
點
張
一の
料

理

、
夫
れ
で

も
告
様
が
青

:

破
を
打
つ
て
喜
ん
で
貨
〇

ま
し
た

。

斯
様
の
こ
と
書
き
ま
す
と
際
限
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
最
も
印
象

の
深
き
事
相
を
二
ツ

程
書
て
相
筆
す
る
こ
と
に

致
し
ま
す
o

「其
の
一
:一
聊
か
做
神
の
精
神
を

:

破
吹
の
爲

、
大
正
九
年
一- l

一
別

探
卵
場
北
方
高
地
に
地
を
定
め

、
事
代
主
命
を
祭
部
と
す
る
富
居

f

ス

・ト
リ

を
a
立
し

、
漁

a
社
と
納
號
を
率
り

、
集
日
を
十
月
五
日
と

．
定
め

朝
夕
仕

へ
奉
り

、
榮
典
日
に
は

・一
般
に
体
職
を
興
へ
、
榮
事
は
私

自
身
是
を
執
へ
又
餘
興
其
の
他
を
率
納
し

一
日
の
勞
を
徳
へ
ま
し

た

。
此
れ
が
韓
て
根

一一読水
産
組
合
に
於
て

も
之
を
認
め
ら
一，0
・
に

l
-
-一り
聊
か
素
志
を
達
し
面
目
を
得
ま
し
た

。（集
日

を
定
め
た
-

〇

は

共
の
前
日
移
一部
榮
を
行
ふ
に

當
り

:

離
組
魚
の
初
漁
あ
り
し
を
記
念

と
し
て

定
め
た
る
な
り

）
辭
職
後

:一:-一の
消
息
を
聞
か
ざ
る
も
'

、
採

卵
場
移
轉
後
如
何
に
な
り
し
や

、
或
は

一最の
内
に

風
雨
に
晒
さ

れ

荒
る
・・・
-

が
、一一◆
、一
腐
．一的
し
た
る
な
ら
ん

。
営
時
を
恩
一一一一一通
一一m
に

一一一一へ
ま
せ
ん

。

〔
一
其
の

一〕-
採
卵
-E
地
の

一一a一別
'

發
見
着
は
小
池
仁
郎
一一一一にし
て

今
日
根
室
に
於
け
る
凡
て
の
解
化
場
は
一0a

:

が
人
跡
未
蹈
の
原
野
を

数
渉
し
孵
化
に
適
す
る
務
水
を
發
見
創
設
せ
る
も
の
な
り

。
翁
の

:一一一g般
一化
事
業
は
之
よ
り
日
本
の
水
産
界
に
貢
一
歡
せ
る
功
額
は
通

く
人
の
知
る
産
な
る
を
以
て

之
れ
を
省
略
一数
し
ま
す

が

、
如
何
に

御
多
忙
の
時
と
難
も
年
に

一
国
は
必

-
孵
化
場
を
巡
一融
せ
ら
れ
'

我
-

を
指

一一一一一す
る
に

當
り
常
に

嚴
格
の
内
に

も
悉
一一一一一J章
を
-E
む
'

る
内
に
敎
訓
を
受
〈
る
一こ

と
尠
か
ら
一

「・:、
解

職
後
も
時
-

御
目
に

か
-

り
ま
し
た
が

、一
御
一誠
の
厚
き
常
に
變
y
ま
せ
ん
で
し
た

。然

る
に
前
年
物
故
せ
ら
れ

．温
観
に
接
し
得
」f
特
に

通
基
に
一一一一一え一n
次

第
で
あ
り
ま
す

。
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以
上
の
様
な
一一一一一一で
一一一別
に

開
し
て

は
極
々

と
私
の
知
つ
て
一eb
る

虹

別

の

書
a-
室
町

小

池

廣

吉
氏
談

話
は
あ
る
が
音
のms

ひ
出
話
と
し
て

'
一
つ
二
つ
話
し
て
見
ま
せ

う
〇大

体
虹一
別
解
化
場
の
人
工
附
化
事
業
に

對
す
る
功
績
は

、
今
更

喋
々
す
る
必
要
が
な
い
と
思
ふ
か
ら
省
略
す
る
が

、
同
一一一一一化
場
が

私
が

ri

一一別
支
場
と
開
係
し
た
の
は
明
治
四
十
年
前
後
か
ら
で

、

四
十

二
年
及
び
三
年
に

は
根
・

ffi

の
八
木
商
---
の
手
代
と
し
て
組
角

の
入
札
に

行
つ
た
）

'

四
・

f
四
年
に

は
川
細
を
整
一一aせ
ら
れ
て

一一-
ら
組
色
、
の
一拆
上
を
圖

る
方
針
と
な
り

、
補
獲
は
知
n

l一F一外
四
部
水
藤
'

組
合
に

一
手
に

委
社

せ
ら
れ
る

一一一一に
な
っ
た
が

'
私
は
英
の
一一川
獲
場
主
任
と
し
て

赴
任

し
た
の
で
'
営
時
西
別
分
場
か
ら
私
に
人
夫
四
人
連
れ
て

來
い
と

云
ふ
御

，前-
令
で
あ
っ
た

。
・・一-れ
も
し
な
ぃ
常
時
人
夫
の
給
料
は
， :-一

十

一一 :一国
で
あ
っ
た

。

そ
れ
か
ら
大
正
，n一年
進
同
-l-0
獲
場
に

開
係
し

、
同
年
部
し
て

大

正
十

三
年
か
ら
昭
和
二
?一一一・迄
組
合
に

居
-l-

、
一
一，
-

1
'
'

年
一一一び一一一一M一用
水

産
組
合
に

率
職
し
今
日
に
至
つ
た
の
で

、
．用 :

ん
ど
今
日
這
直
接

一 l

i一

別
解
化
場
と
は
深
い
開
係
を
有

つ
て

〇
た

。

-ll［
別
原

野
開
新
に

大
功
-llf
が
あ
っ
た
一…-一
j-
は
特
に

一一一一 :

'

別
原
野
地
方
の

人
々

に

は
銘
記
し
て

欲
し
い

も
の
で
あ
る
o

今
か
ら
五
十
年
前
の
-f
別
原
野
は
和

一像
も
っ
か
な
ぃ
人
外
境
で

何
一一一一一行
つ
て
も
通
路
ら
し
い
も
の一
は
な
く

、
文
な
す
雜
一
単

に
設
は

れ
少
ま
ん
と
す
れ
ば
一J
度
無
數
に

張
り
め
〈-
ら
し
た
鐵
條
細
の
中

を
行
く
一一一一一なも
一0
で
冬
に

な
る

、
・一J一一一=ん
ど

一mn
:1
西
別

」
r-將
商
し
の

一一、

-・-

で
手
の
つ
け
ら
．イ
な
い
度
で
あ
っ
た
'

」
--
の
一．一…一一---
野
に
師一一化
場
が
唯

一
の
人
家
ら
し
い
人
， '家

と
し
て

建
つ

た
の
だ
か
ら
創
立
常
．

初

か
ら
大
正
の
代
に
一，r一一
る
:

進
は
・

ず
っ
と
原
野
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開
一mM
の
先
壊
者
の
-ilS
の
安
一u
所
と
な
っ
て

-b
た
の
で

、
能
の
出
る

此
の
原
野
を
彷

:

ma
す
る
連
中
に
と
っ
て

は
正
に

一
っ
の
光
明
の
接

な
存
在
で
あ
っ
た

。

又
一
膝

代
の
場

」
---
請
氏
は

一a一く
之
等
の
人
々

の
爲
に

無
し
た
も
の

で

、
私
は
常
に

同
解
化
場
～:
そ
一一一一一別
原
野
開
拓
の
第

一
の
功
労
者

で
あ
つ
た
と
云

つ
て
も
取
へ
一J
組
:

ら
な
い
と
思
ふ
の
で
あ
る

。
最

も
之
は
一觀
ち
虹
'

別
の
み
で
は
な
く
一古
く
か
ら
建
て

ら
れ
た
全
通
の

解
化
場
は
矢
張
り
・一一一 :

1

一一一 :

-
::
-
-

一
の
土
地
の
開
術
の
爲
に
役
'

，，っ
た
と
…一s

ふ

。
北
海
適
の
開
-m
時
代
と
解
化
場
は
最
も
常
接
な
開
係
あ
っ
た

事
を
大
い
に
識
者
の
認
識
す
る
出

一一で
あ
っ
て
欲
し
い

。

そ
a
か
ら
創

建
時
代
の
虹
'

別
解
化
場
に

と
っ
て
も

、
又
虹
'

別
原

野
に
と
っ
て
も
意
れ
ら
れ
な
ぃ
功

一一一一者
は
現
標
一一一一一一 :

要
使

局
長
木
下

照一三

」
;l-
で
あ
る
o

氏
は
常
町
の
交
-!n
不
使
な
時
に

解
化
場
に
出
入
す

る
物
一資
、
角
'

の
一
連
搬
を

一
手
に
引
受
け
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
が

、
此
の
仕
事
は

並
大
低
の
仕
・

那
・

で
は
な
か
つ
た

。
殊
に

冬
期
田
に
な
る
と
虹
'

別
は

一絶
海
の
孤
島
と
同
接
で
外
界
と
の
連
絡
は
唯
本
下

氏
の
み
に
依
つ

た
も
の
で

'
此
の
使
命
を
本
下
氏
も
・一-一し
く
自

提
せ
ら
れ
て

一 :一一の

献
身
的
努
力
が

送
に
-
1一一別

-
標
茶

-
例
路
の
交
通
路
を
完
全

な
も
の
に

し
た

。
そ
れ
が
延
い
て

は
一一一一-ll'別
原
野
の
開

流
を
-・i-
く
か

ら
し
め
る
原
因
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
o

今
=

:

こ
そ
標
茶
は
‘鐵
道
交
通
の

中
心
地
一田
と
な
っ
て
ゐ
る
が
，

一 ::一ハー--、の
'5
は
千
島
あ
た
り
と
何
も
變
ら
な
ぃ
程
変
通
不
使
で

越
年
は

～

一、- :
l

m
り
を
し
て
一eb
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た

。一 ::一一一の
内
は
交
通
機

開
と
し
て
割
路
へ
出
る
の
に

創
，
一一一f
川
の

一…一・--便
に
依
つ
た
も
の
で

、

久一一に
な
る
と
川
に
水
が
一張
る
の
で
交
通
は
絶
望
に

近
い
一一一一推
一で
あ

つ
た

。
木
下
氏
の
手
に

依
つ
て

之
が
明
治
四
-
三
年
に
始
め
て

、
1
，議

で
交
通
出
來
る
接
に

な
っ
た

。
其
造
は
一一一一一一一一一一一に
依
つ
た
も
の
で

一

晩
に
雪
が
五
、
六
:
:
n
ハ

も
降
つ
て
…

的

が

一
度
に

一・一:一
、
六
明
も
'-ll-
ん
だ

と
云
ふ
悲
慘
松
ま
り
な
い
事
も
あ
っ
た

。

一着
し
一・一一の此
の
機
性
的
率
仕
が
無
か
っ
た
な
ら

、
解
化
場
も
事

業
を
施
行
す
る
事
が
出
來
な
か
つ
た
とmS

ふ

。
氏
の
此
の
功
續
に

對
し
て
は
私
は
常
に
做
意
を
表
し
て

-b
る
も
の
で
あ
る

。
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以
上
の
外
に
一前
一・一一と
語
は
あ
る
が

れ
ら
れ
n
功
縦
話
を
以
て

五
-
過

．
-

一一・記
念
號
の

一
端
を
飾
ら
し
て

い

．一一一一一
:

、一
く

。

絡
り
に

臨
ん
で
あ
の
a
元

野
の
中
で
人
工
解
化
事
業
の
爲
に

あ
ら

ゆ
る
因
普
缺
乏
を
物
と
も
せ
ず
--lf
聞
せ
ら
れ
た

虹
別
文
場
一開
一一一一 :

者

に
對
し
て
識
ん
で
做
意

，
-
-

一
表
す

る
次
第
で
あ
ll-
ま
す

。



虹
別
の

想
一 :n :
）
出

:m一出永
一一異
、
佐

利

の
新
知
識
を
得
ら
れ
た
も
の
で

、
又
支
場
--
の
方
・一一か
ら
は
-llf
々

丁
率
に
御
指
導
し
て
頂
い
た
も
の
で
あ
る
o

'

営
時

、一M
-一
業
場
員
と
し
て
は
何
等
文
化
の
…一S想
に
も
一一一一:一
せ
さ
る

山
間
佛
地
の
生
活
で
あ
っ
た
が

'
忘
れ
る
事
の
出
來
一n-
m
-

一 i
'1- :一出
と

し
て
確
か

七

、
八
年
前
で
来
だ
ラ

ヂ
ォ
の
今
日
程
一
般
に

一一 : l
:

:
:

及
せ

一
．- :

:
l

・・

，一一一一一一別
支
場
所
一一 :

船
'

標
注
事
業
場
の
助
手
と
し

ざ
る
一項
で
あ
っ
た
が

内
海
文
場
長
が
ラ
ー

一r
，

ォ
を
一一一一一帶
し
て

3

回

一J
動
一一一一して
か
ら

、

=
:一ハ
の
営
時
の
場
長
-「-内
海
さ
ん
で
あ
っ
た

。

標
一一，
:
:

か
・一h
-

-

-

一一一一
別
迄
の

一出
程
は
約
七
里
あ
り

、
適
路
と
は
全
く
名

の
み
難
章
が
一
繁

茂
し
て

道
か
野
か
割
別
出
來
な
い
始
来
で

、
此
の

間
人
家
と
一一一、、一も
の

は
唯
一

llif
の
一一一一一一～--
．一一が
あ
る
の
み

、

い

も
の
で

、
そ
れ
に

熊
が
よ
く
横
行
す
る
の
で
一一一一0n
か
ん
を
っ
け
て

ガ
ラ

ン
・

/
．，
、、、・、・・m一一
ら
し
一一・J
ー

ル一い
た
も
の
で
あ
る

。

・一一一一
場
へ
つ
く
と
構
内
は
・一一一r'-m
に

手
入
れ
が
し
て
あ
-

）、全
く
別

一
大

地

一にで
も
行
つ
た
様
な
氣
が
し
て
・

J

ツ
ト

し
た
も
の
で
あ
る

。

常
時
善
々
地
方
事
業
端

員
に

と
っ
て

は

一-一一別
へ
行
く
事
が
無
上

の
業
し
み
で

あ
っ
た
が

、
組
海
の
孤
島
の
中
に

居
る
様
な
虹
'

別
支

に

來
ら
れ
た

。
さ
あ
大
變
，
何
分
に
も
此
の

明
に

は
虹
'

別
原
野
で

は
ラ

ヂ
ォ
な
ん
か
見
た
事
も
な
ぃ
時
な
の
で

、・一 :
，・一
造
り
の
ア
ン

テ

ナ

を
張
つ
た
り
一-

”一池
の
用
意
が
整
〇

愈
・一一、開
け

る
と
一一一一ふ
時
に

は

隣
か
ら
隣
へ
と
1la
き
傳
へ
て
か

（，
最
も
隣
1l

）と
と
一一一一つ
て

半
m一位

あ
る

）一一一一一:
-
の
一一一一一一一一一一一一一が
集
ま
っ
た
'
所
が
ど
う
し
た
も
の
か
英
の

日
は
一訓
子
が
選
く
切
角
期
時
し
た
船
衆
も
が
っ
か
り
し
て
師
つ
た

が
内
:一．-，
さ
ん
は
一:一u-一一れ
か
ら
大
・一
，
:
:

1
:

に

な
っ
て

:
-

-一理
し
て

、
湖
く
一:
， :

:一 :-

-

i--

大
成
功
し
一一一一一一一一一一一
同
大
い
に

一 :一一 :
ん
だ

。
今
流
行
の
職
線
慰
間
の
先

聽
で
あ
っ
た
部
で

常
時
の
善

一・一一は
と
て
も
-l9
し
い
事
で
あ
っ
た

。

英
の
後
私
が
営
幌
事
業
場
動
務
中
に
細
菌
が
發
生
し
て

、
成
館

高
水
の
武
田
教
投

（営
時
北
大
・一一一一一一一一一一專
問
部
教
投

）
が
調
一一一一一．に
御
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場
:u一の
方
・一（も
始
し
か
っ
た
想
で
あ
る
e

そ
一1J

で
は
-Efi
-

枝
術
上

出
で
に
な
ら
れ
た
が

ど
う
認一一一り
傳
へ
ら
れ
た
か
先
生
が
北
大
病

院
の

大
先
生
で
あ
る
と
一H
ふ

一1-
-1j

に

、
何
分
將
療
機
開
の
乏
し
い

， 」野
の
一一n-
一一
．
・一一一一一一一
楽
一，
，--
，/一ふ
多

数
0

患
特
が

一一一一ま
り

、一和一一絶
す
る
に

大
い

に
:

-

．一一一一一つ
た
-

中
に

は
色
、の

細
蘭
の
研
究
せ
ら
れ
る
方
な
ら
人

間
の
細
蘭
だ
っ
て

一-る
一一一 :1一だ
な
ん
て

無
一一一一一一一．一，:
ふ
者
も
現
は
れ
る
始

:
-一一一で
あ
つ
た

。
然
し
考
へ
て

見
る
と
俯
1-地
で
病
氣
に

一古
し
む
者
は

湖
れ
る
者
一・:果
で
も
細
む
の
心
理
で
，，一一一 :

の
'一一一一で
あ
っ
た

。

そ
れ
か
ら
内
海
支
場
長
の
人
工

解
化
一mt・
一一・一一に
對
す
る
功
續
と
し

て

忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
営
時
虹
別
支
場
で
は
直
管
の
術
獲
場
に
来

一M一一・一n一が
多
か
つ
た
の
で

之
を
二
重
flll「式…一E
養
方
法
を
考
榮
せ
ら
・ :

:
:

-一

董
要

せ
ら
れ
た
結
果
非
常
に
好
成
統
で
あ
っ
た

。
そ
れ
で
常
時
常

幌
川
が
' i

．一一一が多
く
て

取
締
り
に

全
く
手
を
焼
い
て
居
つ
た
の
で

之
が
解

決
方
法
と
し
て
一一側
雅一一一一一を
下
流
に

思
〇

切
つ
て
下
げ
て

、

一一…一程
n

m
一一M一域
の

一n-'
統
を
同
る
事
が
良
い
と
な
っ
た
が

、
唯
困
る

の
は
未
熱
魚
が
多
く
な
る
事
で

、
内
海
氏
に

御
相
議
し
た
應
前
述

の
支
場
で
試
驗
商
の
二
重
留
式
審
養
方
法
の
設
備
施
行
の
御
指
導

を
得
た
0
で
早
速
資
行
し
た
處
成

:

新

は
大
成
一一一であ
つ
た

。

英
の
後
出
和
九
． i

1

「一一M-一
化
場
は
國

:

管
移
管
と
共
に

、
私
は
根

一一f-'能

一m一養
一m一一一一一一一一一一組
合
に

率
職
す
る
事
に
な
っ
た
が

、
T
度
英
の
年
温

操
別
の
-hl-
獲
場
の
移
轉
間
題
が
起
-l

）、
営
時
の
故
小
池
組
合
長
と

共
に

道
廳
に

陳
帯
に

赴
い

た
が
'
英
の
時
失
張
り
来
熟
組

一一一一の
問

題
で
容
易
に

進
行
し
な
か
つ
た
が

、
私
は
体
驗
濟
の
二

一…一f一．」--l「式一 :-
，'

養
設
備
に

依
る
方
法
を
識
明
し
て
漸
く
了
解
を
得
た
が

、
果
せ
る

識
一 :1
一一 :一ハの
年
の
捕
確
標
・
川

一'成
續
は
制
期
的
な
大
成
功
を
治
め
た
の
で

私
と
し
て
は
生
=
-
-

-

i
一

・
f
れ
な
い
統
快
--l-
で

、
此
の
一M一．ヒ
ン

ト

を
興

へ
て
ぃ
た
r
い
た
内
海
さ
ん
の
功
續
を
一一一一…一へ
る
も
の
で
あ
る

。

唯
此
の
年
操
印
成
横
は
大
い
に

上
つ
た
が

、1lla
輸
送
方
法
に

缺

陷
が
あ
り
'先

」
-ia
が
多

か
っ
た
の
は
非
常
に

通
憾
で
あ
つ
た
が

、
営

時
虹
別
支
場
員
幸
内

、
並
木
の
一用
技
手
が
研
究
の
結
果
自
動
一…一1-に

依
る
一
輸
送
方
法
が

一
番
安
定
性
が
あ
る
-ll-
と
な
っ
て

、
共
の
後
一…一a一

ら
自
動
車
を
用
一

一一一一）
て
一0
る
が

、
昨
年
律
太
で
能
--a
輪
移
送
の
大
成

功
を
新
聞
紙
上
で
報
導
・一一一一一
ら
れ
て

あ
っ
た
が

、
あ
れ
は
決
局
自
動

車
に

依
つ
た
も
の
だ
想
で

、
之
は
別
に

目
新
ら
し
い
も
の
で
は
な

く

、
．既
に

1ll［
'

別
で
は
實
施
さ
れ
て
あ
つ
た
も
の
で
あ
る

。
今
の
虹

別
で
は
ょ
り
以
上
の
般
も
簡
單
に

し
て
安
全
性

）あ
る

輪
送
方
法

を
研
究
し
て
居
ら
れ
る
と
の
事
で
あ
る

。

以
上
が
大
体
-llf
く
殘
つ
た
-ll「別の
印
象
で

、
私
0
半
生
は
人
工

解
化
事
業
に
從
事
し
た
が

、
今
後
も
同
事
業
に
献
身
努
力
を
す
る

考
へ
で
あ
る

。一一a一別
の
將
來
性
は
書
々

の
様
な
一
介
の
人
間
の

考

へ
で
も
多
・-
一一一
影
響
す
る
應
有
り
と
考
へ
大
い
に
虹
'

別
進
．一…一一一の
爲
に

働
き
た
い
と
考
へ
て

居
る
次
第
で
あ
る

。
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沿

海
州
の
樺
太
鱒
に

就

て
北

整
水
成
試
9
場

平

野

義

見

太
平
一n-一 :一一E業
海
一 :

-
::

科
學
研
究
所

（'r一一一，H
［-
〇

在
浦
願
斯
德

）報

n
':
-一一一一-'
二
卷

（一
丸
二

七
年

）
に
H
・

1-ー
ミ
口

ビ
ロ

ワ

、
ズ
プ
ロ

フ

ス
力

ヤ

な
る

一一一一'究
家

が

「精
海
州
律
本
錦
の
生
物
及
-fa
業
に

開

す
る
・一一一:一料
一
と
題
す
る

一
線
告
、．

，，一記
-1--
し
て
一e
る

。
沿
海
州
は

、

一一;K
-l-'
進
も
な
く
北
海
適

、
科
太
と
は
械
め
て

近
'

-l-=
離
で
和
對
し
'

l9
確
-

北
部
と
は

一限 :

接
の
位
置
に

あ
つ
て
又

、
之
生
-
一一一一地 :

方
は
總
て

祥
太
館
の

．同-
游
一一一-
見
る
一…
-

域
で
あ
る
:一一一、
右

一報
告
中
一一 :一-
:y

て
我
が

国
の
象一考
と
な
る
可
く

、
考

、ら
れ
る
一前
一一一一一・一一・・一
左
に
摘
記
し
て
見

る
o（一

）
搾
太
一館

一は
蘇
聯
一一一一組一・一一果
地
方
の
・一一…一一一m・一一上
一一mi一
要
な
價
値
を

有
し
、
特
に

偶
数
．一一一・（西
居
の

）
に
は
能
館
期
漁
整
高
中
の
主
位

を
・ :
-

' :

め
て
一e
る

。（第
一
表

）
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（二
）
海
區
別
に
見
て
祥
太
一
節
の
最
も
一M-f
要
な
一一一-a場は
イ
チ

ン

ス
キ
ー

と

一一一一一一一一加
西
一一一一一 :と
で
あ
つ
て
偶
数
年

（西
解

以
下
同
機

）

に

は
英
大
な
漁

一一一一が
あ
る

。
偶
数
年
に

は
一
般
に

、一一可・一一・に
--
し

て
一一一一一一一一一一同-k獲同
が
期
著
に
多
い
が

，
獨
り
沿
海
州
の
み
は
奇
数
年
の
方

が
一m一一一一一一一高
が
多
い

'

な
ぃ
'
（
第
二
表

）

他
地
力
程
一者
し
く
は

第
二
表

一
実
一

一一一一一一一
一

一一き
一

一一一一一一

（
．
上

a
数

一fー
ソ
ー

エ
'
-
ー

ト
'

ー

ル

ー
横

1の

室

一・し

- 63 -
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ス
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ム

チ

ヤ

ッ

カ

，一一一，
ヤ

ッ

カ カ l I l l 1 I

一国通
l l  1 l ・''、

二=.i, - -u
L・・l, _ 0 0 00
° a ・'、 最一 -'事
二l一

一l' - -
大一t・一 一a - - _-
ooa,,-., o o -aoo ;n_,? _
一l ・ 、 - 、 ' 、 ・ 、 ・ 、 ・ 、一 'l _ g_ a 通 a一 大-u量aan /、

要 : ll = _ a''',
0 0 _ -t : l /、一 00 0- _a ,大 -・
' 、 ・ ・ ・ 、 、 ・ 、 ・ 、 ' 、
a/、0 国 l・,、9- l・・0 0 a l 1 C _-
一 = _

o a 美量 一二,・?o::_ =_系ニ?:a差 国美
,只_ .'・:国 a : l l- _ -0 一八 : l- a_ a国
_ _t: 9全 :一一ooo o a _ ,、.oo i i分・ 、 ' 、 ' 、 ・ 、 ・ ・ ・ 、 ' 、 ・ 、-- a in言ま量一大 一' 、 a・t ル 9e -,大

一一〈、一一一
a
・
9

一一一一一、八一
i

-一'0

一一'一一一一
、L:-

0 -a 量g - -t1 =-a 0・ 、 ・ ・ ' 、 ・ 、 ・
:1l i 0 /、一 -- e 0 _



（2
）同
一
年
内
の
漁
期
中
に

於
け

る
体
長

、
体
重
の
時
期

:

的
'

:
M一一一

化
は

一用 :

ん
ど
---a
め
ら

-

l

L

な
い
o

-3

）プ
ラ

ウ
ヂ

ン

氏
に
依
る
と
-g

施
江
産
の
搾
太
一
館
は
英
一瞬
の

中
心
部
に
河
川
生
活
の
・
確

一・
跡
（餘
脈
の
特
に
・一一一-
な
る
部
分

）が
一一一一め

ら
れ
る
と
一一一ふが
、
著
者
の
調

一一n
で
は
ッ
ム

一一
ン

河

（グ
ッ
タ

ー-f

に
注
ぐ

）
産
の
律
太
一附

一で
は
此
物
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
'

此
一一

中
心
部
の

一n
跡
は
河
川
生
活
期
を
表
は
す
も
の
で
は
な
く
降
海
後

ia
-一時
淡
水
中
に
一
滞
一
・一一一一
，-一一た
印
で
お
ろ
う

と
推
定
せ
ら
-

l

L

る

。
聽
分

收
年
に

は
・一M一排
・一'-
-f・
～

で
あ
る
が
体
長
体
重一は
沿
海
州
奇
數
年
の

方
・・
．
'

大
き
ぃ

。（
第
一一'
表

）文
雌
:

地
卵
一
数
年
に

は
平
均

一
七
九
四
粒

な
る
に
成
し

、
，偶
数
年
に

は

一
一
九
二
粒
の
一備

一少
で
あ
る

。

第
三
表

．nr海
州
排
太

時
の

年
次
別
体
長
体
-lt

・一一一 :・一
含
ま
9
黒

一=L-江の
入
江

、及
シ
ラ

ン

チ
ェ
ヮ
簡
に
:一n
ぐ
フ

ジ

河

、

f
d

ア
ン

ク

河
産
の
も
の
に
は
著
者
も
:一一一一一n一跡
を

一oめた
。

的

E
・

レ

ア
の
方
法
に

從
つ
て
一
解
の
成
長
度
か
ら
体
長
の
成

長
度
を
算
出
す
る
と

、
雄
雄
i-
、。--i;
一
年
目
よ
り
成
長
度
が
大
で
あ

る

。
f同

念
連
な
成
長
の
開
始
は
推
在

一の
降
海
期
た
る
六
月
-・・?一用

'

頃

と
推
定
さ

れ
る
一
ッ
ム

一一
ン

河
及
ウ

リ
ケ

河
口

へ
1

-
t一Fale
'の

降
る
の

は
一一一 ::
通
一-・-一月
下

．
1

E
'

か
ら

六
月
・
…一，．，一-'
5
を
一一一一一め
ら

．‘ル
．

る

。
-ln
角…
排
は

干
潮
時
に

多
く
現
は
・一一一一
浦
潮
時
に
は
著
し
く
減
少

す
る

。
一
目
の

中
で
は
-
-

朝
及
タ
方
に
:一一一も
多
く
現
は
．
:
-
-一る
。
降
海
し
つ
4

あ
る

稚
布

一の
大
き
さ
は
三

、
四

-
三

、
六
組
で
あ
る

。

（七
）
沿
海
州
に
於
け
る
律
太
館
の
一前
・
要
な
産
卵
場
を
有
す
る

河
川
は
ヮ

一一
ナ
一間
に
注
ぐ
ゥ
イ
河

、
シ
ラ

チ
ェ
ワ
灣
に

一一一一，/
大
ヂ

r一
ァ
ン
ク

河
'
小
ヂ
ュ
ァ
ン
ク

河

、
ダ
ッ
タ
演一に注
ぐ
ッ
ム

一一
ン

河

（支
流
の
ウ

リ
ヶ

河
に

は
重
要
な
産
那
場
が
あ
る

）
及
チ

ム

イ

ヂ
一一ア
一商
に

注
ぐ
チ

ム

イ

ヂ
ュ
ァ
河
等
で
あ
る
o

般
後
に

一者
者
は

、
日
下
の
處
江
海
州
の
搾
太
館
の
ス
ト
ッ
ク

は

略
々

安
定
の
状
態
に
あ
る
が

、
漁
?i一一一一能
力
は
益
一一一一
始
:
:

大
し
て

來
て

e
る
の
で
あ
る
か
ら

'
河
口

及
河
川
中
の
魚
一n-一は
本
漁
業
静

保
の

不
可
使
資
源
と
し
て
概
力
保
護
の
必
要
あ
る
一一一一一一
、
及
律
太
館
の

減

一一，し
た
河
川
へ
の
移
殖
の
要
を
班
'
調
し
て
結
ん
で
e
る

。
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（三
）
一一一海州
に
於
け
る
一能
・r一一一一m一漁
期
は
他
地
方

一，一一
コ
ラ

イ

ェ
フ

ス
ク

を
除
く

）
に
比
し
一一J i
M
・一一 :-
-

く
L;
:

月
前
半
期
に

盛
漁
期

と
な
る

。
（他
地
方
で
は
一一一一:一 :
通
七
:

=
:'

後
一一一'期
に

'- :一一一m一期
が
現
は
れ

る

）
沿
----
州
に
於
け
る
萍
太
解
漁
業
の
中
心
地
た
る

ダ
ッ
タ

地
方

（略
々

一科
太
の
期

一択
取
の
對
一0… :
に

営
る

）の
漁
獲
高
の
時
期
的
装
化

は
次
同
の
如
く
で
あ
る

。

（四
）

沿
海
州
で
は
あ
ら
ゆ
る
一一-域
に
律
太
一
館
の
一-E
游
を
見

、

一一ス
沿
海
州
の
始=
ん
ど
總
て
の
河
川
に

は
律
太
一m一が
測
上
産
卵
す
る

が

'
一
般
に

南
部
は
稀
薄
で
北
部
に
一一一濃
一一rで
あ
る

。
最
も
一一一一一一一一一一な

排
の
來
游
す
る
の
は
前
記
ダ
ッ
タ

出
地
方
で
あ
り

、
同
---f
に
:

在

ぐ

ツ
ム

一一
ン

河
に
は
最
も
多
く

．例
1'-
確
卵
す
る

。

（五
）
総
海
州
排
太
館
の
來
游
方
向
は

、
=
本
の
朝
一E
i

水
一一 :

-

試

驗
場
で
施
行
し
た
朝
解
北
部
に
於
け
る
標
識
一 :-一が
沿
海
州
の
南
部

北
部
に

於
て
數
尾
1l-
前
さ
れ
た
事
賀
よ
り
遜
か
南
方
よ
り
北
上
し

て

來
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
o

l ン
l5o

l‘・0
l J 0

-

=o
loo
8

:
n
oo
So
一一93o
:～0
lo

は
前
記
の
如
く

. 、、-

・一n一体」
-l］ち
厚
な体

著
に
数
年

で あ に 大 _l1li 年 fa は ダ
ッ

方
に

於

太
館
の

的
調

一一一一
次
の
如

る
o

- 64 -



十

一
、一一3
、00
0

一一一
、表_ 0

り・')へ 、

ク

、-
-

、
・

一
，00

t

一
一
豐

一一、一一一一一J一

一一、一美
'-
-

八
八
e

ー

ニ

、C
き
、00
0

?

-

-
菱
、

oool
g
o

8_0 _

l_? : f.

一一一。。。一一
、一一0
0
一

き
0

国

、0

」-o000
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E

-・i -

一
、一一一一
=ii_a

八 1

_ 3 i_ '

最
一一、一一一00

9
=一、国入
一一・一一-
-

一一時-=-
i

計

使

l
l

も
の
二
千

一一-a
八
-'
尾
な
り

。
親
，n
'
の
成
熱
般
態
を
見
る
に
-'
一

月
中
の
も
の
一一一一一不
一
部
来
熟
な
る
故
探
那
不
可
能
に

し
て

-'
-

一 ::-

-
-
'

よ

り
採

」-
la
を
開
始
せ
り

。
採
那
数
一
一自
十

三
萬
粒
な
る
も
英
の
外
に

本
年
度
は
前
整
・一m一、の
来
熱
・一一一、及
び
採
卵
不
適
常
親
角
に
對
す
る
印
一

内
地
1l-
細
に

依
る
も
の

一
千
六
百
一一n一
． l'
二
尾

流
細
刺
細
に
依
る

子
の
--0
充
と
し
て
普
通
繰
業
=
に

於
て

地
山

一一細
に
:

-一一り前
獲
せ
る

i

概
色
、
に
使
り
那
子
を
一一側
充
す
る
事
と
し

、
雌
一一n一混
合
し
一
尾
一
千

粒
の
割
に
て
抽
充
せ
り
o

此
の
一一側一一:～一卵
・一:?
十

ハ
ー

n
-
-

J
． :一
千
粒
に

し
て

本
年
度
操

」
-1-
数
合
計
二
一自
九
商J
五
千
粒
な
り

。
之
を
過
去
、に
於
け

る
成
識
と
對
照
す
れ
ば
次
表
の
如
し

。

解
化
事
業
に

對
し
認
識
を
深
く
し

、
解
化
事
業
者
と
協
力
し

、
非

常
時
局
下
の
生
産
搬
充
に
一遇
進
さ
れ
ん
事
を
希
望
す
る
次
第
で
あ

る

。
今
年
も
亦
千
一一一一一'-a-一一業
場
那
子
充
實
の
爲
石
狩
町
漁
業
協
同
組

施
行
期
間
-
一・-日
開
に

於
け
る
抽
確
数
は
一一一千
八
一自
三
-'

で
あ
る

。
故
に

業
者
は
只
漁
在推
に

，…一一:'l一す
る
の
み
で
な
く

、

を
施
行
す
る
に

非
ざ
れ
ば
英
の

一一一 :-

-

-
-

一一一・一一一・一舉
げ
る
事
は
因

一一一一な
間
題

本
適
に

於
け
る
確
館
一一一-h照一一一'高
の
消
長
は

、
9
年
前
の
解
化
:一一一流
数

の
多
a一一一一に
依
る
部
は
過
去
の
統
計
に

:一一一一り
明
瞭
に

證
明
せ
ら
れ
て

居
る

。
依

つ
て

上
流
解
化
場
の
一一 :
-
-一卵
・

數
の
不
是
な
る
場
合
に
は
之

等
下
流
又
は
海
面
に
て
漁
確
せ
る
も
の
を
組
角
と
し
て
利
用
し

、

那
子
を
充
-llf
せ
し
む
る
事
の

有
利
な
る
は
論
を
使
た
ざ
る
と
こ
ろ

で
あ
る

。
石
特
に

於
て

は
昭
一
和

七
年
十
二
一=
:

--
の
集
漁
日
よ
り
=la
和

八

、
九
年
又
十
二

、
-'
三
年
と
過
上
、fー
ヶ
年
に
言
一ll
）石
特
川
に
親

前

一の
一一一一一卵
を
施
行
し
上
流
解
化
場
の

收
容
那
の
充
責
に

一一一め一一・、二一:一一

る
が

，
之
を
事
業
化
し
晰
化
事
業
、4
'-

送
行
す
る
に

は
漁
業
、
考

、
漁

合
に
依

，
-一--の
上
本
事
業
を
施
行
せ
る
に
依
り
簡
取
に

:

=
:

-一、S
IJl
ui-l-
・一一d

記
し
参
考
に

一一一一．l--し
た
い

と
思
ふ

。

一
、
親
魚
捕
獲
期
間
及
方
法

本
年
度
の
一一一，一行
期
間
は
石

:

-一一一川
離
-

l
f
a

業
の

--f
漁
日
の
内
-
一
:JI J

，r
一
日
よ
り
-'
一五
11
=l-
の

禁
1la
「-に
し
て

、
地
9
細

、
刺
細
一一一一，-一一 :

を
し
て
繰
業
=
同
様
-

l
f
a

業
に
從
・一 :ル
せ
し
-0

、
成
-f
せ
る
も
の
一L
投
、

び
て
5

n

・

叩
に
一一一一一一一
せ
り
J

l1l-
----
細
=
姓
e
-

は
生

:

-一一'-一に
一
時
:
-一…-・，----f
し

一

定
数
:-
M

，に
・一一一一し
た
る
後
・ :一一一・那
-一'
-

:-
-

-

-
-

）
、
刺
制
抽
姓a

i
l

t
u

棚
一一一一一印

場
に

一--一
搬
せ
し
め

一一一n'
．

:一一一n一一m-一知
時
開
・一，-一一，一報
過
せ
し
組
a
一の
一一一一，・一一一・一一一一一・那

に
a
-一す
一一一一選
定
の
出

一一、
発
'究

後
長
時
=--
を
總
過
し
た
る
も
・-
く
A

，

回
:

-

Li
l-
細
一m
…

は
採
印
せ
・

ず

地
細
:

m
の
み
・r，一
使
用
せ
り

。

二

'
親
魚
捕
獲
及
び
採
卵
類
况

- C6 -

石
狩
川
-
，

I
に
於
け
る
館
一親
魚
の
探
卵
に
就
て・1・11M

lli

敏

明



卵
子
運
搬
方
法
及
成
練

+
三
年
は
被
要a
f-
多
き
一一一一一一-
，一概及
一一一一） :
n
車
等
に
依
り
運
搬
せ
る

一一一一'

觀
々

の
因
子
に

依
り
一一m r

化
率
は
不
良
な
l

）しと
認
む

。

検
卵
せ
る
那
子
は
採
印
営
日
迷
搬
和
に
收
容
し

、

l

'
度
別

る

一一 :一一一一概
一に
・
9
'

を
つ
め
粋
と
粋
と
の
間
に
水
者
を
使
用
し
'
外
側

は
蓮
に
て
e一み
細
掛
け
と
せ
り

。

十
f1
迄
の
分
は
本
場
に
收
容
し

、
採
-lla
数

‘
〇

都
合
に
依
り
-
一

月

l
=
以

後
の
も
の
は
千
-ll--l-
業

場
へ
收
容
せ
り

。
本
場
收
容
の
卵
子
は
石
持
よ
り

ト
ラ

ツ

ク

」

一一一人一
は
パ
ス

に

よ
り
輸
送
し
、

l--
i一一田一 :一聴
一解'
造

“一松に
:
l

S一り、
千
茂
事
業
場
收
容
の
那
子
は
石
特
よ

l

千
一一一一一一一嚇
よ
-l

'一一-
び
1--
:a
に
て
輸
送
せ

、
'

-

一垂
一
8J

一
、一究
0

、一0
0

国

、0一一一一'一一一'0
0

一:n
八

、一，0
0

一一
、一室a
、0
8
1

一
、一一一 :-f
、00
0

一一一一一、aan茶'9
0

l

一一一一一一、00
0

一一一一
、一一一00

一
、0究
'
八
0
C

一一一-1一一一一一
收

同

は り

::
-一の
所
要
時
開
約
-
．-l-
時
問
を
要
し

、
本
場
收
容
の
死
那
率

〇
1
四

、一

平
:

均

三
C
%

率
は
四

、一

0
、二
%;
に
-
て

一一一加
，=一後
の

」
-lE
‘一一 :

，一-l:
長
時
開
に
u一

る
輪
送
と
し
て

は
好
成
紙
を
收
め
た
り

。
採
-lla
直
後
の

」
-la
子
を
石

千
一一一一一間
約
三
十
-9
を
-ff-
・一一な
一述
搬
方
法
に

依
り
連
搬
せ
る
購

化
，一一、細
を
前
年
度
迄
に

就
い
て
見
れ
ば
次
表
の
通
り
に
し
て

、
昭

以
上
は
本
年
度
施
行
せ
る
石
'-一一一 :川
一 ::
al-
採
那
一一一一一一業
の
概
況
な
る

が
石
狩
の
漁
業
者
一引請
氏
特
に

刺
細
業
者
は
附

」化
事
業
に
對
し
'

一

部
の
組
く
少

数
の
人
々

を
除
い
て
は
認
識
不
是
一一一一一一一1D感あ
り
'
一一漁

=
に

-hl-
獲
せ
る
も
の

を
採
加-
一
組
m
一と
し
て
提
一一一一せ・ず
購
腿
す
る
者

多
き
事
は
談
に
一…一械

一に
し
て

、
今
後
:

-
l

「1-にさ
れ
進
ん
で
採
那

を
中
込
み
r
自
分

一一J一一一一一一る
も
の
は
自
分
で
和
を
搬
く

」氣
持
を
以

て
此
の
解
化
事
業
に

對
し
協
力
せ
ら
-
-
．

ん
事
を
熟
望
し

て

細

い

-- 68 -

和
八

、
九
年
の
解
化
率
の
好
率
な
る
は
一税
'-
-

量
S
'

な
き
爲
石
特
よ

す
〇

り
・一-一
接
千
-

一一一事
業
場
迄
貨
物
自
動
車
に

依
り
運
搬
せ
る
爲
輸
送
時

間
の
短
時
開
と
印
子
の
動
指
の
少
き
爲
と
思
考
さ
れ

、
又
十

二

、

集

報

昭
和
十
四
年
度EaE

l
f

漁
獲
高
調

（取
位
石

）

:

l

i
-一
ノ

部

計

_ii_ 。重 き i

_l i l l 1

-n

l l l

有 it i l 山 茅 〇 松 上 l 奥 精 1翻 久 太 演
l 計 1 l 計 l

味 国 1 l 9 部 国 前 磁 l l 成. 山 志 通 ? 概

-l-1- - l- -

1
l l

,? 1 1il 査 完 一 = 1i -t : 1 1 : n n , ,o _容 ・ :・- l a -l二二 , o -l= l 1 ia __ a.-l__:g1_ 美_
l 1 ''

1 l-l 1 1 _ :」_ l_し=義一_ l _ i ' _ l_ i_ _」__し _」_
, l l
l : .

一 l - l

・i i l ,, M _ - l _
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概
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次
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へ
繰
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右

一m一一一一一
致
承
認
さ
る
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〇
第
二
協
議
事
項

協
議
第
一
號

昭
和
十

一fi-
年
度
一一一一一一一a一計
識一 :w
，一．
收
支
豫
算

一
、事

業

計

●

時
局
に

繼
み

1l
．本
一0
:

一一一一，入
減
の

険
況
を
參
的
し
事
業
の

宜
a
-
-

W

及

、
重
要

資
材
入
手
難
に

依
る
代
用
解
化
器
の

考
集
一明
成
等

一一一一' ::一一下に
:

於
け
る
国
策

に

副
ふ

標
計
一一●一--せ
ん
と
す

。

一
、
機
-a

l

一一一の列
行

性
來
の
N
i
一一一一一一一紙
数
紙
質
を
低
下

し
1l
一
量
行

一一一一一数
を
年
を
通
じ

一
千
部
に

限

定
す

、
英

‘）他
の
印

刷
物
も
之
を
師
的
す

。一m一し
・一i一別
文
場
創
立
五
十

調
一
．
1
1
-

・
記

念

一一，一を
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む

。

り

適

一0一な
る

方
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に
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四
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化
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な
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使

り
之
総
f

村
料
を
使
用
せ

「し
て
出
來
得
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一一一一・一一一一一報
一一-:
-
-一一一
．

一
十
開

年
記
念

一一一の
一一一一一一一一な
り
し
に

鑑
4
能

等
理
報
:

第
・

四

十

一一那
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成
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計
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就
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を
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よ
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